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奨励賞 アルミニウム合金製防
護柵パノレール

優秀賞 多摩川スカイブリッジ最優秀賞 馬場川通りアーバン
デザインプロジェクト

受賞 25/11/28 (Fri)

土木学会デザイン賞2025最優秀賞・優秀賞・奨励賞3作品受賞 2026年度入社式を開催
67名の新入社員を迎え、入社式を実施しました。「技術力とマネジメント力を駆
使し、プロフェッショナルな“情熱人材”を目指してほしい」という、野崎社長か
らの激励の言葉を一人ひとりが受け止めました。

当社がデザインと設計に関わった3作品が「土木学会デザイン賞2025」におい
て表題の賞を獲得。同賞は、周辺環境に調和する景観の創出に貢献した作品や
関係者を表彰するもので、今回で4年連続の受賞となりました。

研修など 26/04/01 (Wed)

真剣な表情で社長の話に耳を傾ける新入
社員

※組織名、所属、役職は2026年9月時点のものです。

本 誌 掲 載 の プ ロ ジ ェクト及 び 社 員 へ の お 問 い 合 わ せ は 、下 記 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。

Tel 03-6311-7551（代）  Fax 03-6311-8011  Mail jyoyari@oriconsul.com

News & Topics
2026年度新卒採用内定式及び内定者研修を開催

研修など 25/10/03 (Fri)

受賞 25/10/15 (Wed)

2025年度グッドデザイン賞を2件受賞 「旭川市平和
通買物公園エリアの地域共創まちづくり（まちにち
計画）」「御堂筋ほこみちユニットベンチプロジェクト」

研修など 25/10/27 (Mon)

管理職候補の中堅社員を対象とした研修を開催

受賞 25/11/17 (Mon)

令和６年度全建賞を受賞 「都市計画道路 鮎川停車
場線 整備事業」

受賞 25/11/17 (Mon)

令和６年度全建賞を受賞 「都心部における基盤整備
のあり方～国道246号渋谷駅周辺整備～」

研修など 25/11/4 (Tue)

管理職の社員を対象とした研修を開催

受賞 25/11/20 (Thu)

第11回女性技術者育成功労賞 組織優秀賞を受賞

受賞 25/11/28 (Fri)

土木学会デザイン賞2025最優秀賞・優秀賞・奨励賞3作品受賞 
「最優秀賞 馬場川通りアーバンデザインプロジェクト」「優秀賞 多摩
川スカイブリッジ」「奨励賞 アルミニウム合金製防護柵パノレール」

研修など 25/12/01 (Mon)

健康管理に関する研修の開催～セルフケア及びライ
ンケアについて～

受賞 25/12/12 (Fri)

株式会社瀬戸酒造店が2025年世界酒蔵ランキング
で2年連続、3回目のTOP10に認定。酒造再開から
8年目の快挙

社内施策 26/01/05 (Mon)

第69期 12月創立記念表彰

社内施策 26/02/27 (Fri)

当社内の3組織が、「Motivation Team Award 
2026」入選！ ～エンゲージメントを高める人材
育成・組織づくりの推進～

受賞 26/03/17 (Tue)

宝島社「田舎暮らしの本」“道の駅を制覇したプロた
ちが選ぶ2026年版道の駅大賞”にて、2年連続で、
全国総合部門第1位を受賞

受賞 26/04/22 (Wed)

ジャパン・レジリエンス・アワード（強靱化大賞）
2026にて優秀賞を受賞 「地域防災力の強化に向け
た３Ｄ都市モデルを活用した水害リスクに係る防災
教育による流域治水の自分事化の促進」

受賞 26/05/22 (Fri)

令和７年度土木学会田中賞（作品部門）受賞！ 
「TORANOMONHILLS 横断歩道橋」

受賞 26/05/25 (Mon)

あつぎこどもの森公園が自然共生サイトに認定

研修など 26/07/03 (Fri)

2年目研修を開催

研修など 26/07/31 (Fri)

3年目研修を開催

研修など 26/08/05 (Wed)

Smile‐3Sフェア〈テーマ：介護について〉を開催

研修など 26/03/23 (Mon)

健康経営優良法人2026に認定

研修など 26/04/01 (Wed)

2026年度入社式を開催

研修など 26/04/13 (Mon)

2026年度新入社員研修を開催

社内施策 26/04/02 (Thu)

第69期４月表彰

子会社の株式会社瀬戸酒造店が「世界酒
蔵ランキング2025」で9位に認定され、
2022年の9位、2024年の8位に続き、
2年連続3回目のTOP10入りとなりまし
た。本ランキングでは、その年に開かれ
た主要な日本酒コンテストの受賞実績を
もとに酒蔵を順位づけします。今回対象
となった酒蔵は698蔵、商品はのべ
3,415点でした。

TOP10の酒蔵と瀬戸酒造店代表の森代表
（中央）

受賞 25/12/12 (Fri)

株式会社瀬戸酒造店が2025年世界酒蔵ランキングで2年連続、
3回目のTOP10に認定。酒造再開から8年目の快挙

流域管理・保全事業部が、「第11回女性技
術者育成功労賞」において「組織優秀賞」
を受賞。女性技術者の活躍推進に顕著な
成果を上げた個人や組織を表彰する同賞
で、当事業部における業界水準を上回る
女性社員比率や、女性管理職の積極的な
登用などが評価されました。表彰式には、
流域管理・保全事業部分野統括（河川分
野）の佐藤睦美さんが出席しました。 表彰状を手にした佐藤睦美さん

受賞 25/11/20 (Thu)

第11回女性技術者育成功労賞 組織優秀賞を受賞

公式SNSでも情報発信中！

Instagram X

OC最前線

社会価値を創るプロジェクトの最前線

課題解決を超えた、
次なる挑戦へ

チャレンジャー
はたらく社員の笑顔
成長のキセキ
Column

情熱座談会

技術士は、建コン技術者のパスポート
～仕事で価値を発揮するプロフェッショナルのリアル～
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Conten ts

01 OC最前線
社会価値を創るプロジェクトの最前線
課題解決を超えた、次なる挑戦へ

09 チャレンジャー
● 橋梁設計の知見をもとに、羽田空港の新たな可能性を拓く
● グループ各社と連携し、新たな上下水道のあり方を模索
● 地域特性を生かした、独自の脱炭素モデルを構築
● 個々の課題に寄り添い、建設企業を新たな活躍の場へつなぐ

19 成長のキセキ
● 遊びと防災を両立 公共空間の新たな価値を追求
● 新入社員研修の場を最大限に活用、講義内容を超えた成果を得る
● Copilotを駆使したシステム構築で劇的な業務改善を実現
● 組織課題への取組みが評価されMotivation Team Award2026に入選

17 はたらく社員の笑顔

13 情熱座談会

～仕事で価値を発揮するプロフェッショナルのリアル～
技術士は、建コン技術者のパスポート

21 Column

● シンガポール現地レポート
● 公式SNS（Instagram、X）について
● クラブ活動で得た気づき（関東支社フットサル部）
● 広がるSmile-3S活動
● 田中賞受賞しました。やったぜ！
● 河川清掃（CSR）活動の運営を通じて感じたこと

OC社員、会社の出来事を語る！

社会価値を創るプロジェクトの最前線

社会課題が複雑化する現代で求められるのは、既存の枠組みにとらわれず、自ら課題を見出し、解決策を生み出すこと。

その実現には、視野を広げてこれまでにない手法を柔軟に取り入れ、挑み続ける姿勢が欠かせません。

私たちは、分野を横断した「総合事業」、企画から施工や維持管理までを一貫する「垂直事業」、

そして自社で投資し、社会インフラを運営する「事業経営」などを進めてきました。

本特集では、現場に変革をもたらした4つのプロジェクトを通じて、「社会価値創造企業」の真価を探ります。

課題解決を超えた、次な  る挑戦へ
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2023年にオープンした「道の駅まえばし赤城」。当社は、前橋市の建

設会社である㈱ヤマトとともに、本施設における基本計画の策定から

設計・建築、運営管理まで一貫して携わっています。オープンにあたり、

㈱ヤマトの特定子会社、「㈱ロードステーション前橋上武」に当社から

4名の社員が出向し、施設の維持管理やイベントの企画、農畜産物直

売所の運営、さらには出張販売まで、幅広い現場業務を担いました。

赤城山のそばに位置する本施設は、「前橋の新たな玄関口」をコンセプ

トに、地元農家が生産する新鮮な野菜や果物、地域の特産品である豚

肉などを扱っています。さらに、温浴施設やバーベキューエリアのほか、

トランポリン型遊具を備えた芝生広場も併設。買い物や飲食はもちろ

ん、くつろぎやアクティビティも楽しめる地域住民の憩いの場でありな

がら、県内外からも多くの観光客が訪れる前橋市の観光拠点となって

います。

地元農家約300人で構成される「生産者の会」の運営にOCの社員が

携わり、施設内の「農畜産物直売所」における農畜産物の販売価格や

販売基準、マルシェといったイベントなどについて、生産者と丁寧に合

意形成を図っています。また、魅力的な売り場づくりにも従事。時季

に合わせて、旬の食材をアピールできる配置へと工夫したり、売れ行き

の偏りをなくすために陳列場所を調整したりと、生産者やパート従業

員と密に意見交換をしながら売り場を整備しています。さらに果物の

販売では、品質の高い商品を適正な価格で提供するための試みとして、

販売前にスタッフが試食するルールを導入。OCの社員も販売員として

試食し、お客様へ自信を持って味や特徴をお伝えすることで、「ここで

販売されている商品なら安心」という信頼の醸成につなげました。こう

した取組みが、農畜産物の価値をお客様に正しく理解いただき、それ

が生産者に還元される好循環をつくっています。

2025年からは、OCが10年以上取り組んできた前橋中央児童遊園「る

なぱあく」の管理業務を拡大し、東京ドーム約4個分の広さを誇る「前

橋公園」の管理・運営も担っています。今年1月には、隣接する前橋東

照宮と連携した初詣イベントを開催。ミニゲームの提供や、るなぱあく

内の立体迷路の無料券を配布しました。一方で前橋公園では、入園無

料ゆえに管理費が先行し、赤字化しやすいという課題も抱えています。

そこで、「桜まつり2026」では屋台やキッチンカーを誘致し、収益化

への足がかりを築きました。また、駐車場の有料化により、収益の確

保だけでなく混雑の緩和にもつなげました。ほかにも、ビアガーデン

の営業や民間企業との協働によるカヌー体験、るなぱあくの夜間解放

といった、行政による管理にはなかった手法で地域の魅力を発信して

います。今後も、近隣の施設や地域の事業者とのシナジーを生かした

地域活性化への貢献が期待されています。

公共施設の運営には、維持費や管理費などのコストが発生します。だ

からこそ、単に支出を抑えるだけでなく、必要な部分には投資し、新た

な収益を生み出す視点が重要です。実際に前橋では、施設内で利用者

を待つだけでなく、集荷や出張販売など地域外へも出向き、新たな収

益機会の創出にも取り組んできました。こうした取組みには、当社と地

域の多様なスキルや役割を結びつけ、協働していくことが欠かせませ

ん。今後、新たな地域拠点の構築に携わる際にも、前橋で培った、コス

トと投資を見極めながら収益機会を自らつくる視点を生かし、地域・行

政・利用者・事業者、そして当社に利益が循環する「五方よし」の事業

を立ち上げ、持続可能な運営と地域への還元を実現していきたいです。

当社と地域の多様なスキルを結集し、
地域に必要とされる拠点を目指す

社会価値を創るプロジェクトの最前線

関東支社

地域活性化推進部 副主幹

早稲田大学大学院／

政策研究大学院大学了

添田 信行

2010年に入社。2023年に環境部から
地域活性化推進部に異動したのち、現
場スタッフとして道の駅まえばし赤城の立
ち上げに参画。現在は前橋公園の運営
業務や地域活性化事業のコンサル業務
をとおし、新たな地域拠点づくりに携わる。

公園を拠点に地域と連携し、新たな賑わいを創出生産者とともに、信頼される売場づくりを道の駅で地域の魅力づくりの最前線に立つ 担当者コメント
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道の駅まえばし赤城の全景 道の駅まえばし赤城にて約10名の生産者と協力したいちごマルシェの様子 前橋公園にて隣接する前橋東照宮と初めて協働した初詣イベントの様子

提供：株式会社ロードステーション前橋上武

豊かな観光資源を有する群馬県前橋市において地域活性化を加速さ

せるため、OCでは2012年より指定管理事業に取り組んでいます。

以来、敷島公園や道の駅まえばし赤城、前橋中央児童遊園「るなぱあ

く」など、多くの公園や施設の管理を担ってきました。単なる施設の

維持にとどまらず、特性を生かしたイベントの企画・運営や、カフェ

の開設などをとおして、地域の賑わい創出と、公園を起点とした持続

可能なまちづくりを目指しています。

群馬県前橋市
地域経営推進

（発行元：宝島社／田舎暮らしの本）

「道の駅を制覇したプロたちが選ぶ2026年版道の駅大賞」
2年連続全国総合部門第1位受賞
「道の駅を制覇したプロたちが選ぶ2026年版道の駅大賞」
2年連続全国総合部門第1位受賞
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品川駅西口駅前広場では、未来の都市のあり方を変える先進的なまち

づくりへの挑戦として、国道15号上空に人口地盤を整備し、新たな交

通結節点を創出するプロジェクトを2017年より開始しました。本プロ

ジェクトは、鉄道・バス・タクシーなどの公共交通機関を一体的に結ぶ

総合公共交通ターミナルを、官民連携で整備する「バスタプロジェクト」

の一つとして実施されています。直轄国道と駅が近接する立地を生か

し、次世代モビリティの発着にも対応するエリアを整備することで、歩

行者が快適に過ごせる空間を実現するほか、災害時には避難情報の発

信や周辺の避難所への誘導を担う、防災拠点としても機能します。

OCは、国土交通省から業務を受託し、2017～2018年度は事業化に

向けたフィージビリスタディ※や事業計画の策定を、2020年度以降は

モビリティの検討や広場内の建築物の設計、さらには関連法制度への

適合性の確認などを行っています。

このプロジェクトのモデルケースとして挙げられるのが、2016年に開

業した「バスタ新宿」です。法律上は「道路」とされるバスタ新宿では、

「道路占用」により施設内に店舗を設置しています。その売上の一部を

道路の維持管理費に充てる仕組みにより、従来は認められていなかっ

た道路上での物品販売といった営利活動を可能にしたのです。こうし

た制度を道路法に位置付けたことが、「バスタプロジェクト」の始まり

となっています。さらに、2020年の道路法改正では、「特定車両停留

施設」が新たに制度化されました。これにより、道路区域内に整備さ

れたターミナルを、民間事業者がPFIのコンセッション方式により運用

できるようになったほか、車両の発着時に施設利用料を徴収し、その

収益を施設の運営費に充てることが可能となりました。こうした持続

可能な管理運営の仕組みが制度的な基盤として整えられたことを受

け、品川でのプロジェクトが発足しました。

現在は「モビリティをどのように運用するか」「駅前広場をどのような空

間にするか」「誰が管理・運営を担うか」という3つの視点を中心に議

論が重ねられています。OCは、目指す空間のあり方について、関係者

との合意形成や社会的な認知の拡大を進めながら、事業の実現可能性

を検討するほか、建築家の乾久美子氏とともに空間デザインの検討に

も携わり、道路という法的制約が大きい環境で、機能や構造、デザイ

ンといった多角的な面から実現に向けた調整を続けています。過去に

は、用地取得に向けた地権者との協議に用いる説明資料の作成や、用

地取得が難航した場合を想定した法制度の整理なども行いました。「新

しい日本の顔となり、国内外からの来訪者を迎える」というコンセプト

のもと進められている本プロジェクト。将来的にはリニア中央新幹線

の開業も予定されている品川駅で、初めて東京を訪れる人々に感動を

与える駅前空間の実現を目指しています。

道路上空のデッキに建築物を建てるという計画には前例がありませ

んが、当初から掲げる「未来志向のターミナル」という理念を実現す

るため、関係者と議論を重ねながら、最適な方向性を模索している

ところです。バスタプロジェクトの貴重な先行事例として、本事業

で得た知見を当社が携わる同様の事業においても展開し、円滑かつ

主導的な推進に寄与しています。そして、国交省とともに街のあり

方を変える大きなプロジェクトに携わった経験は、今後新たな課題

や未知の業務に挑戦する際の自信になると考えています。

バスタプロジェクトの先駆者として、
貴重な経験を蓄積する機会に

社会価値を創るプロジェクトの最前線

関東支社

都市政策・デザイン部 副部長 兼

関西支社 総合計画部 技師長 

九州大学大学院了／

東京大学大学院了

中村 実

1998年に入社後、関西支社で交通系
の業務に従事。2007年に関東支社へ
転勤し、渋谷駅での基盤整備のプロジェ
クトに参画。そのほか、交通結節点やス
マートIC、道の駅といった交通拠点の開
発に幅広く携わる。

リニア開業を見据え、品川駅を新たな日本の玄関口へ「バスタ新宿」に始まった、新たなターミナル運営の形国道15号の上空に新たな駅前空間を創出 担当者コメント

交
通
や
防
災
の
拠
点
と
し
て
、

未
来
志
向
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
構
築
を
目
指
す

街
と
駅
が
一
体
と
な
っ
た
、

新
た
な
都
市
空
間
の
創
出

※フィージビリスタディ：新たな事業を始める前に、その実現可能性を多角的に調査すること。 ※写真は、「国道15号品川駅西口駅前広場デザインコンセプト（動画）」（OC作成）からのキャプチャ画像です。
デッキ上のモビリティイメージ

計画当初のイメージ

デッキ上の大屋根空間 デッキ上でのさまざまな活動イメージ

2017年に開始した、品川駅西口の交通結節点建設プロジェクトで

は、国道上空に人工地盤を整備し、次世代モビリティの発着拠点とな

る新たな集約型公共ターミナルの実現を目指しています。さらに、初

めて東京を訪れる人々に感動を与える「新しい日本の顔」として、情

報発信の場や防災拠点としての機能も備えます。OCでは、国土交通

省から業務を受託し、多角的な視点からターミナルの実現に向けた

検討に取り組んでいます。

品川プロジェクト
交通運輸×地方創生

（表彰元：国土交通省 関東地方整備局）
「令和3年度優良工事等事務所長表彰」受賞「令和3年度優良工事等事務所長表彰」受賞
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河道の管理では、流下能力の低下につながる変化を早期に捉え、適切

な対策を講じることが重要です。しかし従来の河道評価は、5年に1度

の調査の結果に基づいて手作業で実施され、その間に生じる変化は反

映されていませんでした。また、状態の把握から対策までに複数年を

要するため、対象となる事象が消失してしまうケースも。そこで、OC

が㈱スカイマティクスと共同開発したのが「SRiM」というクラウドサー

ビスです。河道の衛星画像やドローンによる撮影画像をAIで解析し、

注意が必要な箇所をアラート通知する本システムは、対策の必要性を

判断する情報や機能を一体化して提供でき、河川管理者の迅速かつ効

率的な判断を支援します。このシステムを木曽川上流河川事務所で試

行した結果が、河川管理者の予防保全に貢献したとして「2023年度 

インフラメンテナンス チャレンジ賞」を受賞しています。

田原本町では、早期の修繕が必要とされる「健全度Ⅲ」の橋梁が39橋確認さ

れていましたが、修繕工事が年に1～2件ほどしか進められない状況でした。

そこでOCは、独自のECI方式（基礎自治体仕様）を提案。従来は発注者から

設計者・施工者へ個別の意思伝達が必要なところを、三者が連携し、設計意

図や留意点をより効率的かつ正確に伝達する仕組みを構築したのです。加え

て、舗装や標識などの道路ストックも一体的に管理することで地域インフラ

を効率的にマネジメントできる体制を整えました。こうしたスキームにより、

DX技術をはじめとする新技術の導入についても主体的な提案が可能となり、

発注者の負担軽減と道路資産の安全性の確保が両立できるようになります。

今後、この一気通貫の事業モデルによる、各自治体のニーズに応じたインフ

ラマネジメントへの発展が期待されています。この取組みは、国交省の「地

域インフラ群再生戦略マネジメント」の先行事例としても紹介されています。

社会価値を創るプロジェクトの最前線

関東支社

河川砂防・港湾部 兼 

DX推進本部 主監

武蔵工業大学大学院（現 東京都市大学）了

吉田 勢

2004年に入社。2009年から「河川環境管理財団（現 河川財団）」に出向
し、2011年に復帰。以降は関東支社の河川砂防・港湾部に所属し、河川
の航空画像を解析するためのAIの開発や、「SRiM」の構築に従事する。

このプロジェクトでは、AIに学習させるデータ作成や、AI解析結果を活用したアラート抽出

などの大量のデータ処理が必要でした。できる限り作業意図はメンバーに伝えるよう心が

けましたが、上手くいくか見通せないものも多かったです。しかし、メンバーそれぞれが目的・

役割を理解し、少しでも効率的な処理方法などを検討してくれたおかげで、無事にシステム

を構築し、高い評価をいただけました。尽力してくれたメンバーたちに深く感謝しています。

現場臨場による施工者支援（三者協
議会により現地状況と設計図面の相

違への対応方針の早期決定）

地元施工者向けの技術研修会（本
業務で作成した「設計・施工事例集、
施工の手引き」を用い座学と現場実
演を実施）

「SRiM」による各種データの統
合的な活用イメージ

独自方式で道路インフラを効率的にマネジメント 河道管理の支援サービス「SRiM」を開発

関西支社 構造部

技術主査

鳥取大学卒

大永 夕陽

2020年に入社。関西支社構造部にて橋梁等の構造物の維持管理
業務に従事する。現在はアセットマネジメント業務に携わる。

建設コンサルタントとして、プロジェクトを円滑に進めるために、発注者や施工者とのコミュニ

ケーションを大切にしています。特に、地元の工事会社には年配の方が多かったため、パソコン

作業といった業務に必要なデジタル化への対応を丁寧にサポートしました。次第に業務以外の

相談も受けるようになり、「大永さんに聞けば力になってくれると思って」と言っていただけたこ

とも。相手の立場に寄り添った誠実な対応が、信頼関係の構築につながるのだと実感しました。

一人では成しえなかったサービス構築人に寄り添うコミュニケーションの大切さを実感

担当者コメント担当者コメント

橋
梁
の
修
繕
工
事
へ
の
対
応
か
ら

道
路
ス
ト
ッ
ク
の
管
理
ま
で
を
一
体
化

河
道
の
変
化
を
A
I
で
可
視
化

適
切
な
治
水
対
策
に
つ
な
げ
る

衛星画像のAI解析及び
アラートのイメージ

衛星画像（令和2年撮影）

AI解析結果

アラート例

奈良県田原本町では、橋梁の老朽化に伴う修繕工事が急務となる一

方、長期間にわたる工事や技術者不足への対応が課題となっていま

した。そこでOCは、発注者、設計者、施工者の三者が連携し、情報

伝達を最適化する仕組みを整備。さらに、道路標識や舗装といった

道路ストックの包括的な維持管理も引き受け、一貫した思想に基づく

効率的な道路インフラのマネジメントを実現しました。

奈良県田原本町
道路整備・保全

（表彰元：国土交通省）
「第7回インフラメンテナンス大賞」優秀賞受賞 「第7回インフラメンテナンス大賞」優秀賞受賞 

河川を安全に保つためには、河道の状態変化に応じた対策が欠かせ

ません。また、気候変動に伴い豪雨災害が激甚化する昨今、洪水を

安全に流下させる適切な河道管理の重要性は増す一方です。こうし

た課題に対し、OCは河川管理者向けのクラウドサービス「SRiM」を

開発。AIを用いた高精度な画像解析により、河道の状態変化を定量

的かつ詳細に分析し、迅速で効率的な対策判断につなげています。

DXを活用した河川管理
流域管理・保全

（表彰元：国土交通省 中部地方整備局）
「令和5年度優良工事等事務所長表彰」受賞「令和5年度優良工事等事務所長表彰」受賞

（表彰元：土木学会インフラメンテナンス総合委員会）
「2023年度インフラメンテナンス チャレンジ賞」受賞「2023年度インフラメンテナンス チャレンジ賞」受賞
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2
0
2
6
年
4
月
、
O
C
は
埼
玉
県
春

日
部
市
に
お
け
る「
ウ
ォ
ー
タ
ー

P
P
P
※
」の
導
入
可
能
性
調
査
業
務
を
受

託
し
た
。
上
下
水
道
を
官
民
連
携
に
よ
っ

て
一
元
的
に
管
理
す
る
た
め
の
計
画
を
策

定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
グ
ル
ー
プ
会

社
2
社
と
の
共
同
企
業
体（
J
V
）で
進
め

ら
れ
て
い
る
。
上
水
道
を
㈱
中
央
設
計
技

術
研
究
所
、下
水
道
を
㈱
ジ
ェ
ー
エ
ス
テ
ッ

ク
が
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
、
O
C
は
そ
れ
ら

の
統
括
を
担
う
。

春
日
部
市
で
は
、
2
0
2
3
年
に
上
下

水
道
事
業
が
統
合
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
新
た
な
業
務
運
営
の
仕
組
み

は
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
ウ
ォ
ー

タ
ー
P
P
P
が
実
現
す
れ
ば
、
民
間
企
業

に
よ
る
新
技
術
の
導
入
や
D
X
の
推
進
を

と
お
し
て
、
市
の
職
員
に
か
か
る
水
道
の

維
持
管
理
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。
し
か

し
、
新
た
な
事
業
ス
キ
ー
ム
を
構
築
す
る

た
め
の
合
意
形
成
は
、
一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
。

「
普
段
は
下
水
道
の
計
画
業
務
を
中
心
に
携

わ
っ
て
お
り
、
上
水
道
の
検
討
は
初
め
て

で
し
た
。
人
々
の
健
康
に
直
結
す
る
上
水

道
に
は
、
下
水
道
に
は
な
い
仕
組
み
や
制

度
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
の

に
苦
戦
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は

定
量
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
検
討
す
る
業

務
に
多
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
自
治
体
職
員
の
意
見
と
い
っ
た
定
性
的

な
情
報
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

官
民
連
携
で
は
、
よ
り
幅
広
い
視
点
が
求

め
ら
れ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

J
V
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
黒
岡
に

と
っ
て
初
め
て
の
経
験
だ
。
自
治
体
や
地

元
企
業
な
ど
、多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

が
参
画
す
る
官
民
連
携
事
業
だ
か
ら
こ
そ
、

協
力
関
係
と
な
る
2
社
と
の
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
か
せ
な
い
。

「
J
V
先
の
2
社
そ
れ
ぞ
れ
に
、
課
題
整
理

の
た
め
の
報
告
書
の
作
成
を
お
願
い
す
る

中
で
、
成
果
物
に
求
め
る
方
向
性
や
内
容

を
共
有
す
る
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
認
識
の
ず
れ
を
防
ぐ
た
め
、
こ

ま
め
に
打
合
せ
の
場
を
設
け
な
が
ら
、
必

要
な
情
報
を
網
羅
し
た
資
料
を
作
れ
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
ま
す
」

黒
岡
に
と
っ
て
初
め
て
の
取
組
み
が
連

続
す
る
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
だ
か

ら
こ
そ
、
初
心
を
思
い
出
し
な
が
ら
業
務

に
臨
ん
で
い
る
。

「
入
社
1
年
目
に
苦
戦
し
て
い
た
仕
事
が
2

年
目
に
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
経

験
を
3
年
目
、
4
年
目
の
業
務
で
生
か
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

も
、
そ
う
し
た
目
の
前
の
業
務
に
一
つ
ず

つ
向
き
合
い
な
が
ら
成
長
す
る
姿
勢
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
」

水
道
イ
ン
フ
ラ
の
未
来
を
支
え
る
新
た

な
仕
組
み
づ
く
り
に
大
き
な
や
り
が
い
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
官
民
連
携
や
J
V
と

い
っ
た
、
幅
広
い
関
係
者
と
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
意
欲
を
一
層
高
め
て
い
る
と
、

黒
岡
は
語
っ
た
。

羽
田
空
港
で
は
、
第
1
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

第
2
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
結
ぶ
人
工
地
盤
を
整

備
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、

両
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
つ
な
ぐ
動
線
は
地
下
通

路
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
地
上
で
の
接
続

が
実
現
す
れ
ば
、
駐
機
場
の
拡
張
が
可
能

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
利
用
客
が
保
安
検

査
場
を
出
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り

継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
空
港
全
体

の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
。
そ
ん

な
、
国
内
で
も
類
を
見
な
い
大
規
模
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
業
務
に
、
内
藤
は
設

計
技
術
者
と
し
て
携
わ
っ
た
。

「
通
常
の
橋
梁
設
計
業
務
で
は
、
車
両
重
量

を
約
25
ト
ン
と
想
定
す
る
の
に
対
し
、
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
約
3
0
0
ト
ン

の
飛
行
機
を
支
え
ら
れ
る
構
造
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
求
め
ら
れ
る
ス
ケ
ー

ル
が
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
異
な
る
た
め
、

感
覚
を
つ
か
む
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
設
計
の
根
幹
と
な
る

計
算
方
法
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
橋
梁
設
計

の
知
見
が
豊
富
な
先
輩
方
の
知
恵
も
借
り

な
が
ら
、
過
去
の
案
件
で
得
た
知
識
を
総

動
員
し
て
、
検
討
に
あ
た
り
ま
し
た
」

そ
ん
な
内
藤
が
一
貫
し
て
大
切
に
す
る

の
が
、「
疑
問
を
持
つ
姿
勢
」で
あ
る
。

「
構
造
物
の
設
計
で
は
、
設
計
基
準
へ
の
正

し
い
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ソ
フ
ト
や

A
I
を
使
え
ば
短
時
間
で
答
え
を
出
せ
ま

す
が
、『
な
ぜ
そ
の
結
果
に
な
る
の
か
』を

自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

部
下
に
対
し
て
も
、
自
分
が
触
れ
た
デ
ー

タ
に
疑
問
を
持
つ
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
」

す
ぐ
答
え
に
た
ど
り
着
く
問
い
よ
り
も
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
課
題
に
向
き
合

う
プ
ロ
セ
ス
に
、
仕
事
の
面
白
さ
を
感
じ

る
と
い
う
。
今
回
の
検
討
業
務
に
向
け
た

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
へ
の
応
募
も
、
未
知
の
領

域
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
探
究
心
が
原
動

力
と
な
っ
た
。

内
藤
が
も
う
一
つ
意
識
し
て
い
る
の
が
、

「
顧
客
に
対
す
る
誠
実
さ
」だ
。

「
我
々
の
仕
事
は
サ
ー
ビ
ス
業
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
回
の
よ
う
に
前
例
の
少
な
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
課
題
や
解
決
策
を

正
し
く
共
有
す
る
こ
と
が
特
に
重
要
で
す
。

提
案
内
容
を
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
く
伝

え
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
の
連
絡
や
資
料
作

成
に
も
細
部
ま
で
気
を
配
っ
て
い
ま
す
」

こ
う
し
た
技
術
力
へ
の
こ
だ
わ
り
と
、

顧
客
に
寄
り
添
う
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
内

藤
は
2
0
2
6
年
7
月
、
国
土
交
通
省
よ

り
〝
優
良
業
務
・
優
秀
技
術
者
局
長
表

彰
〞
を
受
賞
し
た
。

「
業
務
へ
の
向
き
合
い
方
が
評
価
さ
れ
、
大

き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
経
験
を
重
ね

て
も
、
常
に
新
鮮
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

い
た
い
で
す
」

技
術
者
と
し
て
、
日
本
の
玄
関
口
と
な

る
羽
田
空
港
の
機
能
向
上
に
携
わ
れ
る
こ

と
に
、
誇
り
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
内
藤
。

橋
梁
設
計
で
培
っ
た
技
術
に
磨
き
を
か
け

な
が
ら
、
今
後
も
新
た
な
構
造
物
の
設
計

に
向
け
て
挑
戦
を
続
け
て
い
く
。

チャレンジャープロジェクトの裏側を
ご紹介します！！

羽
田
空
港
に
お
い
て
、
2
つ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
つ
な
ぐ
人
工
地
盤
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
設
計
技
術
者
と
し
て
携
わ
る
内
藤
さ
ん
に
、

前
例
の
な
い
大
規
模
な
取
組
み
に
向
き
合
う
姿
勢
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

羽
田
空
港
に
お
い
て
、
2
つ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
つ
な
ぐ
人
工
地
盤
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
設
計
技
術
者
と
し
て
携
わ
る
内
藤
さ
ん
に
、

前
例
の
な
い
大
規
模
な
取
組
み
に
向
き
合
う
姿
勢
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

橋
梁
設
計
の
知
見
を
も
と
に
、

羽
田
空
港
の
新
た
な
可
能
性
を
拓
く

橋
梁
設
計
の
知
見
を
も
と
に
、

羽
田
空
港
の
新
た
な
可
能
性
を
拓
く

道
路
整
備
・
保
全

道
路
整
備
・
保
全

現場で設計に関する情報を関係者に共有している様子。相手
に寄り添ったコミュニケーションを取ることも、技術者として重要
なスキルだと考える。

関東支社 構造部 次長
九州工業大学大学院了

内藤 靖

2006年の入社以来、構造部にて主に橋梁の計画や設計に従
事する。2018年から2019年は統括本部にて広報や新卒採用
にも携わっていた。羽田空港における人工地盤検討業務には
プロポーザル提案の段階から関わり、管理技術者として業務全
体の統括管理を担当した。

相
次
ぐ
自
然
災
害
や
設
備
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
が
急
が
れ
る
中
、

民
間
の
創
意
工
夫
を
取
り
入
れ
た「
水
の
官
民
連
携
」の
検
討
が
、
全
国
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
春
日
部
市
で
、
そ
の
導
入
に
向
け
た
調
査
業
務
に
携
わ
る
黒
岡
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

相
次
ぐ
自
然
災
害
や
設
備
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
が
急
が
れ
る
中
、

民
間
の
創
意
工
夫
を
取
り
入
れ
た「
水
の
官
民
連
携
」の
検
討
が
、
全
国
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
春
日
部
市
で
、
そ
の
導
入
に
向
け
た
調
査
業
務
に
携
わ
る
黒
岡
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
各
社
と
連
携
し
、

新
た
な
上
下
水
道
の
あ
り
方
を
模
索

グ
ル
ー
プ
各
社
と
連
携
し
、

新
た
な
上
下
水
道
の
あ
り
方
を
模
索

流
域
管
理
・
保
全

流
域
管
理
・
保
全

企業向け説明会の様子

関東支社 河川砂防・港湾部 技師
山梨大学大学院了

黒岡 あゆ子

2023年に入社。河川砂防・港湾部にて、下水道の計画業務や
雨水管理総合計画の策定に従事する。春日部市における「ウォ
ーターPPP導入可能性調査業務」では、プロポーザル資料の作
成段階から携わり、現在は主担当としてプロジェクト全体を取り
まとめる。

※PPP：行政サービスを行政と民間で連携して行うこと。
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環
境
省
が
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
選
定
す

る「
脱
炭
素
先
行
地
域
」。
認
定
を
受
け
れ

ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
設

備
の
導
入
に
対
す
る
国
の
継
続
的
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
通
じ
た
経
済
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
。
O
C
は
、
茨
城
県
笠
間
市
の
申

請
に
共
同
提
案
者
と
し
て
参
画
し
、
そ
の

認
定
に
貢
献
し
た
。

「
認
定
に
向
け
て
は
地
域
特
性
を
生
か
し
た

先
進
性
・
モ
デ
ル
性
の
あ
る
取
組
み
を
提

案
す
る
こ
と
が
重
要
で
し
た
。
笠
間
市
の

特
性
と
し
て
、
全
国
有
数
の
栗
の
産
地
で

あ
る
こ
と
や
、
伝
統
文
化
の
笠
間
焼
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
資
源
を
、

脱
炭
素
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
活
用
で

き
る
か
を
検
討
し
ま
し
た
」

取
組
み
を
検
討
す
る
中
で
地
域
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
地
元
の

栗
農
家
が
剪
定
枝
の
処
分
に
苦
慮
し
て
い

る
と
い
う
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
初
め
は
、
剪
定
枝
を
集
め
て
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
に
利
用
す
る
案
を
検
討
し
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
は
、
電
力
利
用
に
必
要
な

量
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の

で
す
。
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、
熱
利
用

で
す
。
電
力
利
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は

20
〜
30
％
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
熱
利

用
で
は
約
80
％
と
い
う
高
効
率
を
実
現
で

き
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
私
た
ち
は
回
収

し
た
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
化
し
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と
し
て
活
用

す
る
仕
組
み
を
提
案
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

燃
焼
後
に
残
る
灰
を
笠
間
焼
の
釉
薬
※
原

料
と
し
て
使
用
し
、
未
利
用
資
源
を
無
駄

な
く
循
環
さ
せ
る
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま

し
た
」

剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
化
す
る
作
業
に
つ
い

て
は
、
J 

A
へ
の
委
託
を
提
案
し
、
協
力

を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

必
要
な
作
業
時
間
や
処
理
能
力
な
ど
、
現

実
的
な
運
用
条
件
に
つ
い
て
は
未
知
数
で

あ
っ
た
。

「
栗
の
剪
定
枝
に
燃
料
と
し
て
の
活
用
価
値

が
あ
る
の
か
を
定
量
的
に
示
す
デ
ー
タ
は

十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
J 

A
の
敷
地
を
借
り

て
約
1
ト
ン
の
剪
定
枝
を
集
め
、
関
係
事

業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
証
試
験
を
実

施
し
、
チ
ッ
プ
の
製
造
量
や
燃
料
と
し
て

の
実
用
性
を
検
証
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

栗
の
剪
定
枝
は
燃
料
と
し
て
十
分
に
活
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
を
得
ら

れ
た
こ
と
が
、
協
力
を
お
願
い
す
る
際
の

安
心
材
料
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

今
回
の
提
案
は
、
市
と
J 

A
の
双
方
か

ら
、「
実
現
す
れ
ば
地
域
に
利
益
を
も
た
ら

す
事
業
モ
デ
ル
に
な
る
」と
高
く
評
価
さ

れ
た
。
資
源
に
乏
し
い
日
本
に
お
い
て
、

地
域
の
未
利
用
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
地
産
地
消
す
る
ス
キ
ー
ム
の
構
築
に
つ

な
が
る
提
案
が
で
き
た
点
で
も
、
大
き
な

意
義
が
あ
っ
た
と
谷
は
振
り
返
る
。
こ
の

経
験
を
糧
に
、
今
後
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自

立
化
と
地
域
活
性
化
を
両
立
さ
せ
る
、
新

た
な
事
業
の
創
出
を
目
指
し
た
い
と
い
う
。

国
土
交
通
省
が
実
施
す
る「
中
堅
・
中
小
企
業
建
設
業
海
外
展
開
支
援
」に
お
い
て
、

管
理
技
術
者
と
し
て
建
設
企
業
の
海
外
進
出
を
支
援
す
る
山
本
さ
ん
。

国
内
外
の
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
企
業
の
挑
戦
を
支
え
る
取
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
が
実
施
す
る「
中
堅
・
中
小
企
業
建
設
業
海
外
展
開
支
援
」に
お
い
て
、

管
理
技
術
者
と
し
て
建
設
企
業
の
海
外
進
出
を
支
援
す
る
山
本
さ
ん
。

国
内
外
の
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
企
業
の
挑
戦
を
支
え
る
取
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

個
々
の
課
題
に
寄
り
添
い
、

建
設
企
業
を
新
た
な
活
躍
の
場
へ
つ
な
ぐ

個
々
の
課
題
に
寄
り
添
い
、

建
設
企
業
を
新
た
な
活
躍
の
場
へ
つ
な
ぐ

日
本
の
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
成
熟
に
伴
い
、

国
内
の
建
設
市
場
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
中
堅
・
中
小
建
設
企
業
の
中
に
は
、

知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
等
に
よ
り
、
海
外
進

出
に
躊
躇
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
受
け
、国
土
交
通
省
で
は
、中
堅
・

中
小
建
設
企
業
の
海
外
展
開
を
後
押
し
す

る
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。
O
C
は
、
国

土
交
通
省
が
実
施
す
る
こ
の
取
組
み
に
継

続
的
に
携
わ
り
、
海
外
進
出
を
目
指
す
建

設
会
社
に
対
し
、
公
的
支
援
制
度
等
の
紹

介
や
現
地
で
の
人
脈
形
成
、
事
業
計
画
の

策
定
な
ど
を
幅
広
く
支
援
し
て
い
る
。

「
支
援
す
る
企
業
の
規
模
は
数
人
か
ら
数
百

人
単
位
ま
で
幅
広
く
、
事
業
内
容
も
足
場

の
組
み
立
て
や
土
木
工
事
、
水
イ
ン
フ
ラ

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

企
業
が
抱
え
る
課
題
は『
自
社
の
技
術
を

ど
こ
で
生
か
せ
る
の
か
』『
ど
の
制
度
を
使

え
ば
よ
い
か
』『
人
手
が
足
り
な
い
』な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
丁
寧
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
な
方
法
で
事
業
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
心
が

け
て
い
ま
す
」

海
外
展
開
に
関
心
を
持
つ
企
業
と
の
最

初
の
接
点
と
な
る
の
が
、
年
に
1
〜
2
回
、

全
国
各
地
で
開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
だ
。

「
海
外
展
開
の
意
義
や
各
機
関
の
支
援
制
度

を
紹
介
す
る
ほ
か
、
開
催
地
の
自
治
体
や

地
方
銀
行
の
担
当
者
に
も
登
壇
し
て
い
た

だ
き
、
活
用
可
能
な
ス
キ
ー
ム
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
一
方
で
、
セ
ミ
ナ
ー
の
集
客
は

大
き
な
課
題
の
一
つ
。
全
国
に
あ
る
O
C

の
拠
点
網
も
活
用
し
な
が
ら
、
参
加
企
業

を
募
っ
て
い
ま
す
」

ま
た
、
10
社
程
度
の
企
業
と
と
も
に
現

地
の
現
地
政
府
関
係
機
関
へ
の
訪
問
、
現

場
視
察
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を

行
う「
海
外
訪
問
団
」も
実
施
し
て
お
り
、

支
援
対
象
の
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の

支
援
機
関
や
現
地
の
政
府
・
民
間
企
業
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
関
係
者
と
の
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
か
せ

な
い
。

「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
こ
れ
ま
で

携
わ
っ
て
き
た
領
域
と
は
異
な
る
た
め
、

着
任
当
初
は
海
外
特
有
の
略
語
や
施
工
関

係
の
専
門
用
語
が
飛
び
交
う
環
境
に
戸
惑

い
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
本
を

読
み
漁
り
、
積
極
的
に
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
知
識
を
身
に
つ
け
る
日
々
で
し
た
。

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
て
実
際
に
海
外
で
法
人
を
設
立

し
た
企
業
の
存
在
は
、大
き
な
励
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
最
初
は
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
側

だ
っ
た
企
業
が
、
今
で
は
登
壇
者
と
し
て

海
外
進
出
ま
で
の
経
験
を
語
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
。
支
援
し
た
企
業
が
海
外
で

活
躍
す
る
姿
が
、
達
成
感
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
」

現
在
、
現
地
で
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
需

要
が
中
心
だ
が
、
今
後
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
G
X
も
重
要
な
テ
ー
マ

に
な
る
と
山
本
は
見
据
え
て
い
る
。
先
進

的
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
支
援
し
た
企
業
と
の
連
携

も
含
め
た
、
新
た
な
事
業
機
会
の
創
出
に

つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

海
外
海
外

海外事業部 副主幹
三重大学大学院了

山本 裕典

2010年に入社後、関東支社環境部において環境影響評価業
務等に従事したのち、オリエンタルコンサルタンツグローバルに
出向。その後、関東支社環境部と海外事業部を兼務し、2024
年より海外事業部専属。現在は、国土交通省等が行うインフラ
輸出支援業務に携わる。

茨
城
県
笠
間
市
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
独
自
性
の
あ
る
地
域
資
源
の
循
環
を
提
案
し
、

環
境
省
が
指
定
す
る「
脱
炭
素
先
行
地
域
」に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

共
同
提
案
者
と
し
て
申
請
に
携
わ
っ
た
谷
さ
ん
に
、
認
定
ま
で
の
歩
み
と
意
義
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

茨
城
県
笠
間
市
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
独
自
性
の
あ
る
地
域
資
源
の
循
環
を
提
案
し
、

環
境
省
が
指
定
す
る「
脱
炭
素
先
行
地
域
」に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

共
同
提
案
者
と
し
て
申
請
に
携
わ
っ
た
谷
さ
ん
に
、
認
定
ま
で
の
歩
み
と
意
義
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

地
域
特
性
を
生
か
し
た
、

独
自
の
脱
炭
素
モ
デ
ル
を
構
築

地
域
特
性
を
生
か
し
た
、

独
自
の
脱
炭
素
モ
デ
ル
を
構
築

地
方
創
生

地
方
創
生

関東支社 都市政策・デザイン部 技師
宇都宮大学卒

谷 有美子

2019年に入社後、都市政策・デザイン部にて、主に自治体の
再生可能エネルギー設備の導入にかかる調査や計画、設計に
従事。また、環境省による実証事業等にも携わる。現在は、木質
バイオマス活用や小水力発電事業の開発に取り組んでいる。

セミナーにおいて中堅・中小建設企業に支援
策を説明している様子 JAの敷地で剪定枝のチップ化作業をしている様子

※釉薬：陶磁器の表面に施されるガラス質の膜
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泉

　建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
に
お
い

て
︑
技
術
士
資
格
は
ま
さ
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
も
言
え
る
重

要
な
資
格
で
す
︒
当
社
で
も
早
期
か
ら
資

格
取
得
を
意
識
す
る
文
化
や
支
援
体
制
が

あ
り
ま
す
が
︑
皆
さ
ん
が
本
格
的
に
勉
強

を
始
め
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
か
︒

髙
力

　私
は
︑
J
A
B
E
E
認
定
で
は
な

か
っ
た
た
め
︑
内
定
時
に
技
術
士
補
の
取

得
を
勧
め
ら
れ
︑
ま
ず
は
︑
大
学
4
年
生

の
と
き
に
技
術
士
補
を
取
得
し
ま
し
た
︒

そ
の
と
き
か
ら
︑
こ
の
業
界
の
技
術
士
取

得
の
重
要
性
を
実
感
し
︑
さ
ら
に
︑
一
発

合
格
を
す
る
先
輩
た
ち
を
見
て
刺
激
を
受

け
た
の
が
き
っ
か
け
で
︑
勉
強
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
︒

髙
田

　私
は
大
学
3
年
生
の
夏
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
担
当
し
て
い
た
だ
い
た

先
輩
社
員
が
︑
技
術
士
を
最
年
少
取
得
さ

れ
て
社
内
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
を
見

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
︒
先
輩
が
活
躍

す
る
姿
を
見
て
︑
O
C
を
は
じ
め
と
す
る

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
の
最
前
線
で

働
く
に
は
技
術
士
が
必
要
不
可
欠
だ
と
確

信
し
ま
し
た
︒
管
理
技
術
者
と
し
て
自
立

し
︑
会
社
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
し
た
ね
︒

大
藤

　入
社
し
た
と
き
か
ら
﹁
取
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
﹂
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま

し
た
が
︑
私
は
学
部
卒
で
入
社
し
て
︑
修

士
卒
の
同
期
が
3
年
目
に
一
発
で
試
験
に

合
格
し
た
の
を
見
て
︑﹁
身
近
な
同
期
が
取

れ
る
な
ら
自
分
に
も
不
可
能
で
は
な
い
は

ず
だ
﹂
と
現
実
的
な
目
標
と
し
て
捉
え
る

る
壁
で
す
よ
ね
︒
柏
さ
ん
や
大
藤
さ
ん
が

真
っ
赤
に
な
る
ま
で
添
削
を
受
け
た
よ
う

に
︑
指
導
す
る
側
も
︑
自
分
自
身
が
し
っ

か
り
問
題
を
解
け
な
け
れ
ば
指
導
で
き
ま

せ
ん
か
ら
︑
キ
ー
ワ
ー
ド
を
整
理
し
何
を

答
え
る
べ
き
か
を
組
み
立
て
た
上
で
指
導

に
臨
ん
で
い
ま
す
︒
受
験
者
と
同
じ
熱
量

で
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
ね
︒
答
案
を
見
る
と
き
は
︑
論
理
構
成

が
成
り
立
っ
て
い
る
か
を
最
初
の
ハ
ー
ド

ル
と
し
て
重
点
的
に
見
て
い
ま
す
︒

大
藤

　指
導
を
受
け
る
中
で
︑
私
は
課
題

と
解
決
策
の
違
い
が
最
初
よ
く
わ
か
ら
な

く
て
整
理
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
︒
そ
こ
を
上
司
に
整
理
し
て
も
ら
っ
て

﹁
あ
︑
そ
う
い
う
こ
と
か
﹂
と
納
得
で
き
て

か
ら
は
︑
一
気
に
論
文
が
書
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
ね
︒

泉

　見
事
に
試
験
を
突
破
し
︑
技
術
士
を

取
得
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
す
が
︑
合
格
後
に

ム
上
で
提
示
す
る
と
い
う
︑
こ
れ
ま
で
に

前
例
の
な
い
先
進
的
な
内
容
で
し
た
︒
初

回
の
打
合
せ
で
は
事
務
所
長
も
出
席
さ
れ

て
い
て
︑
私
が
メ
イ
ン
で
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
の

で
す
が
︑
W
e
b
会
議
で
毎
週
末
に
連
携

を
取
り
︑
工
程
管
理
を
徹
底
し
て
無
事
完

遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
こ
の
結
果
︑

信
頼
を
獲
得
し
て
局
長
表
彰
を
い
た
だ
き

ま
し
た
︒
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
案
件
を
や
り

切
れ
た
こ
と
で
︑
今
後
ど
ん
な
案
件
が
来

て
も
大
丈
夫
だ
と
い
う
大
き
な
自
信
に
な

り
ま
し
た
︒

泉

　社
内
で
も
非
常
に
規
模
が
大
き
く
︑

先
進
的
な
内
容
が
組
み
込
ま
れ
た
難
し
い

業
務
で
し
た
︒
あ
え
て
管
理
技
術
者
と
し

て
若
手
で
あ
る
大
藤
さ
ん
が
登
用
さ
れ
た

の
は
︑
少
し
背
伸
び
を
す
れ
ば
届
く
だ
ろ

う
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う

ね
︒
見
事
に
そ
の
期
待
に
応
え
て
く
れ
ま

し
た
︒

髙
田

　私
は
N
E
X
C
O
の
ス
マ
ー
ト

I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
お
よ
び
舗
装
詳

細
設
計
業
務
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
︒

こ
れ
は
35
歳
以
下
の
若
手
チ
ャ
レ
ン
ジ
案

件
と
し
て
発
注
さ
れ
た
も
の
で
︑
管
理
技

術
者
と
し
て
や
っ
て
く
れ
と
上
司
か
ら
任

さ
れ
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
実
は
私
自
身
︑

舗
装
詳
細
設
計
を
本
格
的
に
担
当
す
る
の

は
ほ
ぼ
初
め
て
で
し
た
︒
そ
こ
で
︑
新
入

社
員
の
よ
う
に
設
計
基
準
書
を
読
み
込
み
︑

社
内
の
過
去
の
類
似
案
件
を
徹
底
的
に
調

べ
て
挑
み
ま
し
た
︒
発
注
者
は
ど
う
い
う

課
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を

ゼ
ロ
か
ら
学
び
直
し
て
や
り
切
っ
た
経
験

は
︑
ど
ん
な
領
域
に
も
飛
び
込
ん
で
や
り

切
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
力
を
大
き
く
育
て
て
く

れ
ま
し
た
︒

髙
力

　私
は
︑
入
社
3
年
目
の
終
わ
り
か

ら
6
〜
7
年
間
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
関

わ
り
続
け
た
︑
水
戸
の
公
園
賑
わ
い
創
出

案
件
が
一
番
の
思
い
出
で
す
︒
公
園
に
飲

食
店
な
ど
を
入
れ
て
賑
わ
い
を
創
出
す
る

仕
事
で
︑
最
初
は
資
格
の
な
い
担
当
者
と

し
て
計
画
づ
く
り
か
ら
関
わ
り
︑
資
格
取

得
後
は
管
理
技
術
者
と
し
て
事
業
者
募
集

や
行
政
と
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
︒
主
担

当
の
と
き
は
す
ぐ
上
司
に
聞
い
て
い
ま
し

た
が
︑
管
理
に
な
っ
て
か
ら
は
﹁
一
回
自
分

で
考
え
る
﹂
よ
う
に
な
り
︑
自
分
で
考
え
抜

い
て
か
ら
協
議
に
臨
む
ス
タ
イ
ル
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
︒
今
年
の
4
月
に
無
事
に
飲

食
店
が
入
っ
た
施
設
が
開
業
を
迎
え
︑

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
︒
式
典
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
︑
行

政
の
担
当
者
様
と
握
手
を
交
わ
し
た
瞬
間
︑

長
年
の
苦
労
が
実
り
︑
地
図
に
残
る
仕
事

が
で
き
た
こ
と
に
涙
が
出
そ
う
に
な
る
ほ

ど
の
感
動
を
覚
え
ま
し
た
︒

柏

　今
ま
で
ず
っ
と
お
世
話
に
な
り
︑
頼

り
切
っ
て
い
た
上
司
が
退
職
さ
れ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
担
当
し
た
︑
N
E
X
C
O
発
注

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
口
渋
滞
対
策
検

討
業
務
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
︒
一
般

道
と
の
接
続
が
絡
む
た
め
︑
交
通
管
理
者

と
一
般
道
側
の
道
路
管
理
者
と
の
調
整
が

非
常
に
難
航
す
る
業
務
で
し
た
が
︑
上
司

が
い
な
く
な
り
自
分
が
矢
面
に
立
つ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
︒
毎
月
の
よ
う
に
県
警
に

通
い
詰
め
︑
が
む
し
ゃ
ら
に
提
案
を
続
け

ま
し
た
︒
相
手
の
懸
念
事
項
を
一
つ
ひ
と

つ
解
消
し
な
が
ら
粘
り
強
く
協
議
を
重
ね

た
結
果
︑
最
終
的
に
﹁
柏
さ
ん
が
そ
う
言
う

な
ら
任
せ
る
よ
﹂
と
強
い
信
頼
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
︑
無
事
に
渋
滞
対
策
の
内
容
を

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
自
分
が

技
術
者
と
し
て
︑
ま
た
管
理
者
と
し
て
真

に
自
立
で
き
た
大
き
な
節
目
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
︒

泉

　プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
技
術
力
と
︑

管
理
技
術
者
と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
︑

両
面
を
高
め
て
自
律
自
走
し
て
い
る
皆
さ

ん
の
姿
は
本
当
に
頼
も
し
い
で
す
︒
最
後

に
︑
皆
さ
ん
の
今
後
の
目
標
や
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
︒

髙
田

　自
律
自
走
と
い
う
点
で
は
︑
指
示

さ
れ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
価
値
を
提
供
で
き
る
人
材
に
な
り

た
い
で
す
︒﹁
髙
田
さ
ん
に
や
っ
て
も
ら

え
て
良
か
っ
た
﹂
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
一
番
の
や
り
が
い
で
す
か
ら
︒
今
後

は
道
路
設
計
だ
け
で
な
く
橋
梁
や
ト
ン
ネ

ル
も
含
め
た
道
路
事
業
全
体
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
︑
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
︒
現
在
は
N
E
X
C
O
の
調

査
等
管
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
の
で
︑

発
注
者
目
線
で
の
考
え
方
を
深
め
つ
つ
コ

ン
サ
ル
力
を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
ね
︒

柏

　将
来
的
に
は
︑
自
社
に
と
ど
ま
ら
ず

日
本
の
交
通
政
策
全
体
を
引
っ
張
っ
て
い

け
る
よ
う
な
人
材
に
な
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
︒
そ
の
た
め
に
も
社
外
で

の
学
会
発
表
や
論
文
投
稿
を
積
極
的
に
行

い
︑
自
分
の
名
前
と
技
術
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
︒

大
藤

　私
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
リ
ス
ク

が
あ
る
地
元
や
同
じ
よ
う
な
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
思
い
で
入
社
し
ま
し
た
︒

今
後
は
構
造
物
の
設
計
だ
け
で
な
く
︑
河

川
計
画
や
防
災
分
野
な
ど
広
く
領
域
を
広

げ
︑
全
体
像
が
わ
か
る
マ
ル
チ
な
技
術
者

に
な
り
た
い
で
す
︒
ま
た
︑
D
X
や
A
I

な
ど
の
先
進
技
術
と
防
災
を
組
み
合
わ
せ

た
実
用
的
な
提
案
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す

ね
︒

髙
力

　私
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
事
業
や
運
動
施

設
の
再
編
や
活
用
な
ど
︑
今
ま
で
社
内
に

知
見
が
少
な
か
っ
た
新
し
い
領
域
に
ど
ん

ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
︒
そ
の
た

め
に
外
部
と
の
連
携
も
深
め
︑
新
し
い
資

格
取
得
を
は
じ
め
と
し
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ

な
ど
︑
対
外
的
な
見
ら
れ
方
も
意
識
し
な

が
ら
自
己
研
鑽
を
続
け
て
い
き
ま
す
︒

泉

　皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
志
と
熱
意
を

聞
く
こ
と
が
で
き
︑
私
自
身
と
て
も
嬉
し

く
︑
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
︒
オ
リ
エ
ン

タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
に
は
︑
先
輩
が
後

輩
を
熱
心
に
指
導
し
︑
若
手
が
そ
れ
に
応

え
て
大
き
く
成
長
し
て
い
く
と
い
う
学
び

と
支
援
の
文
化
が
あ
り
ま
す
︒
本
日
皆
さ

ん
が
語
っ
て
く
れ
た
情
熱
と
志
が
︑
次
の

世
代
の
後
輩
た
ち
へ
受
け
継
が
れ
︑
会
社

全
体
が
よ
り
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
︒
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
︒

協
議
や
検
討
を
行
う
難
し
い
案
件
で
し
た
︒

2
年
目
の
後
輩
と
2
人
で
打
合
せ
に
行
っ

た
の
で
す
が
︑
自
分
が
言
葉
に
詰
ま
る
と

場
に
静
寂
が
流
れ
て
し
ま
い
︑
こ
れ
ま
で

い
か
に
上
司
に
守
ら
れ
て
い
た
か
を
痛
感

し
ま
し
た
︒
一
人
の
担
当
技
術
者
と
し
て

だ
け
で
な
く
︑
原
価
管
理
︑
工
程
管
理
︑
契

約
関
係
と
い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
視
点
を

持
つ
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
瞬
間
で
し
た

ね
︒
そ
れ
に
加
え
て
︑
技
術
士
と
い
う
肩

書
き
が
書
か
れ
た
名
刺
を
交
換
し
た
と
き

に
︑
相
手
の
見
方
が
明
ら
か
に
変
わ
る
の

を
実
感
し
ま
し
た
︒﹁
期
待
さ
れ
て
い
る
な
﹂

と
︒
柏
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

柏

　そ
う
で
す
ね
︒
私
が
初
め
て
管
理
技

術
者
を
担
当
し
た
の
は
︑
神
奈
川
県
厚
木

市
の
渋
滞
対
策
検
討
業
務
で
し
た
︒
私
と

新
入
社
員
の
2
人
体
制
だ
っ
た
の
で
す
が
︑

新
入
社
員
の
指
導
を
し
な
が
ら
成
果
を
出

し
︑
予
算
や
工
程
も
管
理
す
る
と
い
う
︑

す
べ
て
を
自
分
で
背
負
う
大
変
さ
を
味
わ

い
ま
し
た
︒
自
分
で
手
を
動
か
し
た
方
が

早
い
と
思
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
︑
部

下
の
成
長
と
い
う
観
点
か
ら
も
入
念
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
︑
な
る
べ
く

作
業
を
任
せ
る
よ
う
に
進
め
ま
し
た
︒
同

時
に
︑
管
理
者
と
し
て
︑
ま
た
一
人
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
自
分
の
力
不
足
も
痛

感
し
︑
も
っ
と
勉
強
し
て
他
社
に
勝
て
る

力
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

泉

　皆
さ
ん
︑
そ
れ
ぞ
れ
苦
労
し
な
が
ら

も
素
晴
ら
し
い
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
ね
︒

で
は
︑
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
︑

ご
自
身
の
成
長
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
た
印
象
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
詳
し
く
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
︒

大
藤

　は
い
︒
国
交
省
の
初
管
理
を
や
っ

た
令
和
5
年
度
の
三
重
河
川
D
X
検
討
業

務
が
一
番
大
変
で
あ
り
︑
最
も
成
長
で
き

た
業
務
で
す
︒
1
億
円
を
超
え
る
大
規
模

な
業
務
で
︑
九
州
支
社
に
い
た
私
が
管
理

技
術
者
を
務
め
つ
つ
︑
各
支
社
か
ら
中
堅

ク
ラ
ス
の
優
秀
な
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て
全

国
縦
断
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
進
め
ま
し
た
︒

川
が
氾
濫
し
た
際
に
浸
水
セ
ン
サ
ー
で
検

知
し
︑
災
害
対
策
車
が
浸
水
域
を
避
け
て

現
場
へ
た
ど
り
着
け
る
ル
ー
ト
を
シ
ス
テ

管
理
技
術
者
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

引
っ
張
る
立
場
に
な
っ
て
か
ら
の
変
化
や
︑

実
際
に
業
務
を
管
理
す
る
人
に
な
っ
た
と

き
の
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
︒

大
藤

　合
格
し
た
直
後
は
︑
実
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
意
識
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

た
だ
︑
口
頭
試
験
に
向
け
た
勉
強
や
指
導

は
︑
そ
の
後
の
実
務
に
か
な
り
役
立
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
︒
模
擬
面
接
の
際
に
︑

相
槌
を
極
力
減
ら
す
こ
と
や
︑
相
手
の
目

を
見
て
し
っ
か
り
話
す
な
ど
︑
姿
勢
や
話

し
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

い
て
︒
責
任
者
と
し
て
発
注
者
に
不
安
を

与
え
て
は
い
け
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
ね
︒

髙
力

　わ
か
り
ま
す
︑
私
も
口
頭
試
験
の

模
擬
面
接
は
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
︒

厳
し
い
質
問
を
重
ね
ら
れ
て
答
え
に
窮
す

る
自
分
と
︑
そ
れ
に
納
得
し
て
い
な
い
試

験
官
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
当
時
は

か
な
り
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
︵
笑
︶︒
で
も

そ
の
経
験
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
︑
本
番
の

試
験
は
す
ご
く
優
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た

し
︑
責
任
者
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
も

学
べ
た
と
思
い
ま
す
︒

大
藤

　あ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
︑

私
は
初
め
て
管
理
技
術
者
を
担
当
し
た
県

の
河
川
構
造
物
の
長
寿
命
化
計
画
作
成
業

務
で
も
︑
発
注
者
の
前
で
し
っ
か
り
話
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

髙
力

　私
は
技
術
士
を
取
得
し
て
か
ら
︑

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
自
分
が
管
理
技
術
者
と

し
て
名
前
を
連
ね
︑
提
案
書
を
書
い
て
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
も
臨
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

全
部
﹁
自
分
の
名
前
と
責
任
で
や
る
業
務
﹂

と
い
う
意
識
に
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
し
た

ね
︒
初
め
て
の
管
理
は
︑
都
内
公
園
の
基

礎
調
査
業
務
で
し
た
︒
上
司
が
毎
回
の
打

合
せ
に
同
行
し
︑
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
く

だ
さ
っ
た
の
で
︑
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
︑
契
約
関
連
や
原
価
管
理
の
こ
と

な
ど
周
辺
作
業
を
少
し
ず
つ
学
ん
で
い
っ

た
感
覚
で
す
︒
技
術
士
を
取
得
し
た
こ
と

で
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
︑

さ
ら
に
勉
強
が
続
い
て
い
く
の
だ
と
実
感

し
ま
し
た
︒

泉

　口
頭
試
験
で
は
︑
そ
の
人
が
本
当
に

技
術
者
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る

か
︑
素
養
が
評
価
さ
れ
ま
す
か
ら
ね
︒
髙

田
さ
ん
は
︑
技
術
士
を
取
得
し
て
何
か
変

化
は
あ
り
ま
し
た
か
︒

髙
田

　私
が
初
め
て
管
理
を
担
当
し
た
の

は
︑
入
社
7
年
目
の
と
き
に
担
当
し
た
埼

玉
県
の
県
境
付
近
の
概
略
設
計
業
務
で
す
︒

延
長
お
よ
そ
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
規

模
で
し
た
が
︑
埼
玉
県
側
は
都
市
計
画
道

路
と
し
て
認
定
し
て
い
る
も
の
の
︑
東
京

都
側
で
は
決
定
し
て
い
な
い
道
路
に
つ
い

て
︑
今
後
ど
の
よ
う
に
事
業
を
進
め
る
か

よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

柏

　皆
さ
ん
と
比
べ
る
と
︑
私
は
少
し
の

ん
び
り
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
入

社
当
時
か
ら
意
識
は
し
て
い
ま
し
た
が
︑

目
の
前
の
業
務
が
忙
し
い
こ
と
を
言
い
訳

に
し
て
本
腰
は
入
れ
て
お
ら
ず
︑
最
初
の

受
験
の
年
に
本
気
を
出
せ
ば
い
い
か
と
少

し
甘
く
考
え
て
い
ま
し
た
︒
で
す
が
自
分

は
不
合
格
︒
同
期
の
髙
田
さ
ん
や
髙
力
さ

ん
が
入
社
5
年
目
で
︑
一
発
合
格
し
て
い

る
姿
を
見
て
一
気
に
火
が
つ
き
ま
し
た
︒

ま
た
︑
道
路
新
産
業
開
発
機
構
へ
出
向
し

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
︑
外
部
の
同
世
代
が
技

術
士
を
取
得
し
て
い
る
環
境
に
刺
激
を
受

け
︑
ラ
イ
バ
ル
心
を
持
っ
た
こ
と
も
大
き

か
っ
た
で
す
︒

泉

　同
期
や
同
世
代
の
活
躍
が
刺
激
に
な

る
の
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
︒
皆
さ
ん
は

学
部
卒
で
最
短
の
受
験
資
格
を
得
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
技
術
士
試
験

と
い
う
の
は
︑
実
務
経
験
が
も
の
を
言
う

の
か
︑
そ
れ
と
も
机
の
上
の
勉
強
が
合
格

に
直
結
す
る
の
か
︑
感
覚
と
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
︒

柏

　実
務
で
経
験
し
て
解
け
る
部
分
も
も

ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
︑
や
っ
ぱ
り
試
験
対

策
の
た
め
の
勉
強
も
必
要
不
可
欠
だ
と
感

じ
ま
し
た
︒

大
藤

　試
験
独
特
の
論
文
の
書
き
方
が
あ

り
ま
す
し
︑
い
か
に
幅
広
く
案
件
を
理
解

し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
︒

泉

　文
章
表
現
や
論
理
構
成
の
組
み
立
て

は
合
格
す
る
上
で
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す

よ
ね
︒
実
務
を
し
な
が
ら
実
際
に
勉
強
を

進
め
て
い
く
中
で
︑
当
時
の
業
務
の
忙
し

さ
や
働
き
方
︑
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
勉

強
時
間
を
捻
出
し
て
い
た
か
も
教
え
て
も

ら
え
ま
す
か
︒

髙
力

　平
日
は
あ
ま
り
勉
強
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
︒
実
務
に
追
わ
れ
て
い
て
︑
指
導

し
て
く
れ
て
い
る
上
司
に
も
﹁
今
年
は
厳

し
い
か
も
ね
﹂
と
言
わ
れ
て
い
た
く
ら
い

で
す
︒
当
時
は
水
戸
市
の
公
園
に
民
間
活

力
を
導
入
す
る
業
務
の
主
担
当
と
し
て
動

い
て
い
た
の
で
︑
平
日
に
勉
強
時
間
を
取

る
の
は
難
し
く
て
︒
一
般
的
な
知
識
や
文

章
構
成
の
と
こ
ろ
だ
け
は
土
日
に
集
中
し

て
勉
強
し
︑
専
門
問
題
で
あ
る
都
市
及
び

地
方
計
画
の
方
は
︑
自
分
の
実
務
案
件
が

う
ま
く
ハ
マ
れ
ば
い
け
る
だ
ろ
う
と
い
う

感
覚
で
臨
み
ま
し
た
ね
︒

髙
田

　当
時
︑
担
当
し
て
い
た
業
務
の
管

理
技
術
者
が
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
︑
私

が
そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
て
業
務
を
巻
き

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
非
常
に
忙
し
い

時
期
で
し
た
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
会
社
の
支

援
制
度
を
活
用
し
︑
2
週
間
に
1
日
は
平

日
の
業
務
か
ら
離
れ
て
講
習
を
受
け
︑
勉

強
に
集
中
す
る
機
会
を
持
て
た
こ
と
が
本

当
に
大
き
か
っ
た
で
す
︒
普
段
の
勉
強
は

完
全
に
週
末
へ
回
す
タ
イ
プ
で
︑
日
曜
日

の
午
後
く
ら
い
に
な
る
と
焦
り
出
し
︑
夜

寝
る
ま
で
集
中
し
て
課
題
を
こ
な
し
て
い

ま
し
た
︒

大
藤

　私
も
平
日
忙
し
か
っ
た
の
で
︑
土

日
の
ど
ち
ら
か
は
フ
ル
に
や
ろ
う
と
決
め

て
︑
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
い
ま
し
た
︒
当

時
は
初
め
て
国
交
省
案
件
の
主
担
当
を
任

さ
れ
︑
河
川
構
造
物
の
詳
細
設
計
業
務
に

追
わ
れ
て
い
て
個
人
的
に
も
非
常
に
忙
し

い
年
で
し
た
︒
な
の
で
︑
講
習
が
あ
る
1

日
だ
け
は
定
時
で
上
が
る
と
決
め
て
い
ま

し
た
︒
講
師
が
河
川
の
専
門
で
は
な
か
っ

た
の
で
︑
実
務
の
専
門
的
な
内
容
は
上
司

に
聞
き
つ
つ
︑
講
師
の
方
か
ら
は
論
文
の

構
成
や
一
般
知
識
を
教
え
て
も
ら
え
た
の

が
良
か
っ
た
で
す
︒

柏

　私
は
出
向
し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

合
格
し
た
の
で
す
が
︑
移
動
時
間
な
ど
の

隙
間
時
間
を
な
る
べ
く
使
う
よ
う
に
意
識

し
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
︒
週
末
は
あ
ま

り
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
︑
最
後
の

2
週
間
で
集
中
的
に
頑
張
り
ま
し
た
ね
︒

出
向
か
ら
戻
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
長
く
お
休

み
を
い
た
だ
け
て
︑
詰
め
込
み
で
勉
強
で

き
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
︒
ま
た
︑
出
向

先
で
国
の
バ
ス
タ
や
自
動
運
転
と
い
っ
た

上
流
の
検
討
に
深
く
携
わ
っ
て
い
た
経
験

が
非
常
に
大
き
か
っ
た
で
す
︒
国
交
省
の

最
新
動
向
が
自
然
と
耳
に
入
っ
て
く
る
環

境
に
2
年
間
い
た
の
で
︑
そ
の
実
務
経
験

が
結
果
的
に
試
験
に
直
結
し
て
生
き
て
い

ま
し
た
︒

泉

　会
社
の
支
援
制
度
と
い
う
点
で
は
︑

専
門
領
域
の
諸
先
輩
か
ら
論
文
指
導
を
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
︒
社
内
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
や
添
削
に
つ
い
て
は
い
か

が
で
し
た
か
︒

柏

　会
社
の
強
化
受
験
者
制
度
を
活
用
し
︑

部
の
上
司
だ
け
で
な
く
事
業
部
や
泉
さ
ん

に
も
模
擬
試
験
の
答
案
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
︒
3
回
の
模
擬
試
験
で
答
案
を

真
っ
赤
に
な
る
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た

だ
き
︑
修
正
を
繰
り
返
す
こ
と
で
し
っ
か

り
準
備
し
て
臨
め
た
こ
と
が
合
格
に
つ
な

が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

大
藤

　私
も
事
業
部
長
や
副
事
業
部
長
に

直
接
添
削
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
︑
論
文

の
精
度
を
短
期
間
で
一
気
に
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒
独
学
で
は
気
づ
け
な
い

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
で
き
た
の
が
大
き

か
っ
た
で
す
︒

髙
力

　私
も
市
販
の
教
材
を
買
う
こ
と
は

な
く
︑
会
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
学
習
用
の

資
料
や
︑
先
輩
社
員
の
優
秀
な
過
去
の
解

答
を
参
考
に
し
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
︒

文
章
の
論
理
構
成
を
ゼ
ロ
か
ら
作
る
の
が

難
し
か
っ
た
の
で
︑
こ
う
い
う
課
題
に
は

こ
う
い
っ
た
対
策
が
有
効
だ
と
い
う
関
係

性
を
繰
り
返
し
学
習
し
て
い
ま
し
た
︒

泉

　髙
力
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
︑
論
文
の

論
理
構
成
は
多
く
の
方
が
最
初
に
ぶ
つ
か

は
︑建
コ
ン
技
術
者
の

技
術
士

パ
ス
ポ
ー
ト

〜
仕
事
で
価
値
を
発
揮
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
リ
ア
ル
〜

技
術
士
合
格
と
そ
の
後
︑﹁
自
律
自
走
﹂
で
き
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
至
る
道

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
﹁
パ
ス
ポ
ー
ト
﹂
と
も
言
え
る
技
術
士
資
格
に
つ
い
て
︑
O
C
は
若
手
の

早
期
取
得
を
支
援
し
て
い
ま
す
︒
今
回
は
制
度
を
活
用
し
合
格
を
果
た
し
た
4
名
に
︑

合
格
ま
で
の
軌
跡
や
取
得
後
の
変
化
︑
そ
し
て
自
身
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
︒

技術士取得時の平均年齢

2026年3月データ

20代

16％

30代

55％

それ以上

29％

技術士の初回受験合格率

2026年3月データ

26％
技術士の合格者38名のうち

初回受験合格者は10名

座談会

中部支社 河川砂防・港湾部 副主幹

金沢大学卒 

大藤 愛子

河川・港湾分野の構造物設計や災害対応に従事。近年は
DXや防災といった先進的なプロジェクトにて管理技術者
を務め、事務所長表彰を受賞するなど幅広く活躍する。

関東支社 PM・CM部 技術主査

埼玉大学卒

髙田 真

市街地の再開発から高速道路まで多岐にわたる道路設計に
従事。若手登用案件で管理技術者を務め、現在は発注者支
援の立場から大規模な調査等管理業務を手掛けている。

官民連携による都市公園の賑わい創出や地域活性化業
務に広く従事。計画策定から事業者選定、開業に至る
一貫したマネジメントで地域の課題解決を牽引する。

関東支社 地域活性化推進部 技術主査

芝浦工業大学卒

髙力 優香

関東支社 交通政策部 技術主査

茨城大学卒

柏 祐樹

都市高速道路の安全・渋滞対策等の業務に従事。財団出向を経て
国の最新政策の動向を学ぶ。現在は管理技術者として、高速道路
の工事による交通影響や渋滞対策など幅広い交通課題に挑む。

1988年入社。事業管理本部副本
部長として、当社の技術士資格
取得支援における管理者を務め
る。会社としての支援制度の構
築や、資格取得後の若手技術者
の育成にも深く関与。

泉 典宏
事業管理本部 副本部長

東京都立大学卒

2017年入社。公園への民間活力導入検討や

賑わい創出業務に長く携わる。

入社5年目で取得。平日は実務に注力し、

土日に集中学習。実務経験を論文に生かす。

都内公園への民活導入基礎調査で初管理。

周辺の契約作業を学びながら自律へ。

入社3年目から7年間関わった水戸の公園案件が

開業を迎え、大きな感動を得る。

キャリアパスと資格取得のリアル

プ
ロ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
に
す
る
道

手
厚
い
支
援
で
最
初
の
関
門
を
突
破

技術士取得はあくまでスタート。

常に学び続ける姿勢が大切です

技術士合格者年齢の全国との比較

31.9歳

当社平均
20代全合格者

約7％が
当社社員

42.1歳
全部門平均

2026年3月データ
出典：日本技術士会
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泉

　建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
に
お
い

て
︑
技
術
士
資
格
は
ま
さ
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
も
言
え
る
重

要
な
資
格
で
す
︒
当
社
で
も
早
期
か
ら
資

格
取
得
を
意
識
す
る
文
化
や
支
援
体
制
が

あ
り
ま
す
が
︑
皆
さ
ん
が
本
格
的
に
勉
強

を
始
め
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
か
︒

髙
力

　私
は
︑
J
A
B
E
E
認
定
で
は
な

か
っ
た
た
め
︑
内
定
時
に
技
術
士
補
の
取

得
を
勧
め
ら
れ
︑
ま
ず
は
︑
大
学
4
年
生

の
と
き
に
技
術
士
補
を
取
得
し
ま
し
た
︒

そ
の
と
き
か
ら
︑
こ
の
業
界
の
技
術
士
取

得
の
重
要
性
を
実
感
し
︑
さ
ら
に
︑
一
発

合
格
を
す
る
先
輩
た
ち
を
見
て
刺
激
を
受

け
た
の
が
き
っ
か
け
で
︑
勉
強
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
︒

髙
田

　私
は
大
学
3
年
生
の
夏
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
担
当
し
て
い
た
だ
い
た

先
輩
社
員
が
︑
技
術
士
を
最
年
少
取
得
さ

れ
て
社
内
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
を
見

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
︒
先
輩
が
活
躍

す
る
姿
を
見
て
︑
O
C
を
は
じ
め
と
す
る

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
の
最
前
線
で

働
く
に
は
技
術
士
が
必
要
不
可
欠
だ
と
確

信
し
ま
し
た
︒
管
理
技
術
者
と
し
て
自
立

し
︑
会
社
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
し
た
ね
︒

大
藤

　入
社
し
た
と
き
か
ら
﹁
取
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
﹂
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま

し
た
が
︑
私
は
学
部
卒
で
入
社
し
て
︑
修

士
卒
の
同
期
が
3
年
目
に
一
発
で
試
験
に

合
格
し
た
の
を
見
て
︑﹁
身
近
な
同
期
が
取

れ
る
な
ら
自
分
に
も
不
可
能
で
は
な
い
は

ず
だ
﹂
と
現
実
的
な
目
標
と
し
て
捉
え
る

る
壁
で
す
よ
ね
︒
柏
さ
ん
や
大
藤
さ
ん
が

真
っ
赤
に
な
る
ま
で
添
削
を
受
け
た
よ
う

に
︑
指
導
す
る
側
も
︑
自
分
自
身
が
し
っ

か
り
問
題
を
解
け
な
け
れ
ば
指
導
で
き
ま

せ
ん
か
ら
︑
キ
ー
ワ
ー
ド
を
整
理
し
何
を

答
え
る
べ
き
か
を
組
み
立
て
た
上
で
指
導

に
臨
ん
で
い
ま
す
︒
受
験
者
と
同
じ
熱
量

で
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
ね
︒
答
案
を
見
る
と
き
は
︑
論
理
構
成

が
成
り
立
っ
て
い
る
か
を
最
初
の
ハ
ー
ド

ル
と
し
て
重
点
的
に
見
て
い
ま
す
︒

大
藤

　指
導
を
受
け
る
中
で
︑
私
は
課
題

と
解
決
策
の
違
い
が
最
初
よ
く
わ
か
ら
な

く
て
整
理
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
︒
そ
こ
を
上
司
に
整
理
し
て
も
ら
っ
て

﹁
あ
︑
そ
う
い
う
こ
と
か
﹂
と
納
得
で
き
て

か
ら
は
︑
一
気
に
論
文
が
書
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
ね
︒

泉

　見
事
に
試
験
を
突
破
し
︑
技
術
士
を

取
得
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
す
が
︑
合
格
後
に

ム
上
で
提
示
す
る
と
い
う
︑
こ
れ
ま
で
に

前
例
の
な
い
先
進
的
な
内
容
で
し
た
︒
初

回
の
打
合
せ
で
は
事
務
所
長
も
出
席
さ
れ

て
い
て
︑
私
が
メ
イ
ン
で
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
の

で
す
が
︑
W
e
b
会
議
で
毎
週
末
に
連
携

を
取
り
︑
工
程
管
理
を
徹
底
し
て
無
事
完

遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
こ
の
結
果
︑

信
頼
を
獲
得
し
て
局
長
表
彰
を
い
た
だ
き

ま
し
た
︒
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
案
件
を
や
り

切
れ
た
こ
と
で
︑
今
後
ど
ん
な
案
件
が
来

て
も
大
丈
夫
だ
と
い
う
大
き
な
自
信
に
な

り
ま
し
た
︒

泉

　社
内
で
も
非
常
に
規
模
が
大
き
く
︑

先
進
的
な
内
容
が
組
み
込
ま
れ
た
難
し
い

業
務
で
し
た
︒
あ
え
て
管
理
技
術
者
と
し

て
若
手
で
あ
る
大
藤
さ
ん
が
登
用
さ
れ
た

の
は
︑
少
し
背
伸
び
を
す
れ
ば
届
く
だ
ろ

う
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う

ね
︒
見
事
に
そ
の
期
待
に
応
え
て
く
れ
ま

し
た
︒

髙
田

　私
は
N
E
X
C
O
の
ス
マ
ー
ト

I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
お
よ
び
舗
装
詳

細
設
計
業
務
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
︒

こ
れ
は
35
歳
以
下
の
若
手
チ
ャ
レ
ン
ジ
案

件
と
し
て
発
注
さ
れ
た
も
の
で
︑
管
理
技

術
者
と
し
て
や
っ
て
く
れ
と
上
司
か
ら
任

さ
れ
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
実
は
私
自
身
︑

舗
装
詳
細
設
計
を
本
格
的
に
担
当
す
る
の

は
ほ
ぼ
初
め
て
で
し
た
︒
そ
こ
で
︑
新
入

社
員
の
よ
う
に
設
計
基
準
書
を
読
み
込
み
︑

社
内
の
過
去
の
類
似
案
件
を
徹
底
的
に
調

べ
て
挑
み
ま
し
た
︒
発
注
者
は
ど
う
い
う

課
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を

ゼ
ロ
か
ら
学
び
直
し
て
や
り
切
っ
た
経
験

は
︑
ど
ん
な
領
域
に
も
飛
び
込
ん
で
や
り

切
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
力
を
大
き
く
育
て
て
く

れ
ま
し
た
︒

髙
力

　私
は
︑
入
社
3
年
目
の
終
わ
り
か

ら
6
〜
7
年
間
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
関

わ
り
続
け
た
︑
水
戸
の
公
園
賑
わ
い
創
出

案
件
が
一
番
の
思
い
出
で
す
︒
公
園
に
飲

食
店
な
ど
を
入
れ
て
賑
わ
い
を
創
出
す
る

仕
事
で
︑
最
初
は
資
格
の
な
い
担
当
者
と

し
て
計
画
づ
く
り
か
ら
関
わ
り
︑
資
格
取

得
後
は
管
理
技
術
者
と
し
て
事
業
者
募
集

や
行
政
と
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
︒
主
担

当
の
と
き
は
す
ぐ
上
司
に
聞
い
て
い
ま
し

た
が
︑
管
理
に
な
っ
て
か
ら
は
﹁
一
回
自
分

で
考
え
る
﹂
よ
う
に
な
り
︑
自
分
で
考
え
抜

い
て
か
ら
協
議
に
臨
む
ス
タ
イ
ル
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
︒
今
年
の
4
月
に
無
事
に
飲

食
店
が
入
っ
た
施
設
が
開
業
を
迎
え
︑

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
︒
式
典
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
︑
行

政
の
担
当
者
様
と
握
手
を
交
わ
し
た
瞬
間
︑

長
年
の
苦
労
が
実
り
︑
地
図
に
残
る
仕
事

が
で
き
た
こ
と
に
涙
が
出
そ
う
に
な
る
ほ

ど
の
感
動
を
覚
え
ま
し
た
︒

柏

　今
ま
で
ず
っ
と
お
世
話
に
な
り
︑
頼

り
切
っ
て
い
た
上
司
が
退
職
さ
れ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
担
当
し
た
︑
N
E
X
C
O
発
注

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
口
渋
滞
対
策
検

討
業
務
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
︒
一
般

道
と
の
接
続
が
絡
む
た
め
︑
交
通
管
理
者

と
一
般
道
側
の
道
路
管
理
者
と
の
調
整
が

非
常
に
難
航
す
る
業
務
で
し
た
が
︑
上
司

が
い
な
く
な
り
自
分
が
矢
面
に
立
つ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
︒
毎
月
の
よ
う
に
県
警
に

通
い
詰
め
︑
が
む
し
ゃ
ら
に
提
案
を
続
け

ま
し
た
︒
相
手
の
懸
念
事
項
を
一
つ
ひ
と

つ
解
消
し
な
が
ら
粘
り
強
く
協
議
を
重
ね

た
結
果
︑
最
終
的
に
﹁
柏
さ
ん
が
そ
う
言
う

な
ら
任
せ
る
よ
﹂
と
強
い
信
頼
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
︑
無
事
に
渋
滞
対
策
の
内
容
を

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
自
分
が

技
術
者
と
し
て
︑
ま
た
管
理
者
と
し
て
真

に
自
立
で
き
た
大
き
な
節
目
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
︒

泉

　プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
技
術
力
と
︑

管
理
技
術
者
と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
︑

両
面
を
高
め
て
自
律
自
走
し
て
い
る
皆
さ

ん
の
姿
は
本
当
に
頼
も
し
い
で
す
︒
最
後

に
︑
皆
さ
ん
の
今
後
の
目
標
や
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
︒

髙
田

　自
律
自
走
と
い
う
点
で
は
︑
指
示

さ
れ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
価
値
を
提
供
で
き
る
人
材
に
な
り

た
い
で
す
︒﹁
髙
田
さ
ん
に
や
っ
て
も
ら

え
て
良
か
っ
た
﹂
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
一
番
の
や
り
が
い
で
す
か
ら
︒
今
後

は
道
路
設
計
だ
け
で
な
く
橋
梁
や
ト
ン
ネ

ル
も
含
め
た
道
路
事
業
全
体
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
︑
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
︒
現
在
は
N
E
X
C
O
の
調

査
等
管
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
の
で
︑

発
注
者
目
線
で
の
考
え
方
を
深
め
つ
つ
コ

ン
サ
ル
力
を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
ね
︒

柏

　将
来
的
に
は
︑
自
社
に
と
ど
ま
ら
ず

日
本
の
交
通
政
策
全
体
を
引
っ
張
っ
て
い

け
る
よ
う
な
人
材
に
な
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
︒
そ
の
た
め
に
も
社
外
で

の
学
会
発
表
や
論
文
投
稿
を
積
極
的
に
行

い
︑
自
分
の
名
前
と
技
術
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
︒

大
藤

　私
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
リ
ス
ク

が
あ
る
地
元
や
同
じ
よ
う
な
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
思
い
で
入
社
し
ま
し
た
︒

今
後
は
構
造
物
の
設
計
だ
け
で
な
く
︑
河

川
計
画
や
防
災
分
野
な
ど
広
く
領
域
を
広

げ
︑
全
体
像
が
わ
か
る
マ
ル
チ
な
技
術
者

に
な
り
た
い
で
す
︒
ま
た
︑
D
X
や
A
I

な
ど
の
先
進
技
術
と
防
災
を
組
み
合
わ
せ

た
実
用
的
な
提
案
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す

ね
︒

髙
力

　私
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
事
業
や
運
動
施

設
の
再
編
や
活
用
な
ど
︑
今
ま
で
社
内
に

知
見
が
少
な
か
っ
た
新
し
い
領
域
に
ど
ん

ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
︒
そ
の
た

め
に
外
部
と
の
連
携
も
深
め
︑
新
し
い
資

格
取
得
を
は
じ
め
と
し
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ

な
ど
︑
対
外
的
な
見
ら
れ
方
も
意
識
し
な

が
ら
自
己
研
鑽
を
続
け
て
い
き
ま
す
︒

泉

　皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
志
と
熱
意
を

聞
く
こ
と
が
で
き
︑
私
自
身
と
て
も
嬉
し

く
︑
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
︒
オ
リ
エ
ン

タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
に
は
︑
先
輩
が
後

輩
を
熱
心
に
指
導
し
︑
若
手
が
そ
れ
に
応

え
て
大
き
く
成
長
し
て
い
く
と
い
う
学
び

と
支
援
の
文
化
が
あ
り
ま
す
︒
本
日
皆
さ

ん
が
語
っ
て
く
れ
た
情
熱
と
志
が
︑
次
の

世
代
の
後
輩
た
ち
へ
受
け
継
が
れ
︑
会
社

全
体
が
よ
り
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
︒
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
︒

協
議
や
検
討
を
行
う
難
し
い
案
件
で
し
た
︒

2
年
目
の
後
輩
と
2
人
で
打
合
せ
に
行
っ

た
の
で
す
が
︑
自
分
が
言
葉
に
詰
ま
る
と

場
に
静
寂
が
流
れ
て
し
ま
い
︑
こ
れ
ま
で

い
か
に
上
司
に
守
ら
れ
て
い
た
か
を
痛
感

し
ま
し
た
︒
一
人
の
担
当
技
術
者
と
し
て

だ
け
で
な
く
︑
原
価
管
理
︑
工
程
管
理
︑
契

約
関
係
と
い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
視
点
を

持
つ
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
瞬
間
で
し
た

ね
︒
そ
れ
に
加
え
て
︑
技
術
士
と
い
う
肩

書
き
が
書
か
れ
た
名
刺
を
交
換
し
た
と
き

に
︑
相
手
の
見
方
が
明
ら
か
に
変
わ
る
の

を
実
感
し
ま
し
た
︒﹁
期
待
さ
れ
て
い
る
な
﹂

と
︒
柏
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

柏

　そ
う
で
す
ね
︒
私
が
初
め
て
管
理
技

術
者
を
担
当
し
た
の
は
︑
神
奈
川
県
厚
木

市
の
渋
滞
対
策
検
討
業
務
で
し
た
︒
私
と

新
入
社
員
の
2
人
体
制
だ
っ
た
の
で
す
が
︑

新
入
社
員
の
指
導
を
し
な
が
ら
成
果
を
出

し
︑
予
算
や
工
程
も
管
理
す
る
と
い
う
︑

す
べ
て
を
自
分
で
背
負
う
大
変
さ
を
味
わ

い
ま
し
た
︒
自
分
で
手
を
動
か
し
た
方
が

早
い
と
思
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
︑
部

下
の
成
長
と
い
う
観
点
か
ら
も
入
念
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
︑
な
る
べ
く

作
業
を
任
せ
る
よ
う
に
進
め
ま
し
た
︒
同

時
に
︑
管
理
者
と
し
て
︑
ま
た
一
人
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
自
分
の
力
不
足
も
痛

感
し
︑
も
っ
と
勉
強
し
て
他
社
に
勝
て
る

力
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

泉

　皆
さ
ん
︑
そ
れ
ぞ
れ
苦
労
し
な
が
ら

も
素
晴
ら
し
い
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
ね
︒

で
は
︑
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
︑

ご
自
身
の
成
長
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
た
印
象
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
詳
し
く
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
︒

大
藤

　は
い
︒
国
交
省
の
初
管
理
を
や
っ

た
令
和
5
年
度
の
三
重
河
川
D
X
検
討
業

務
が
一
番
大
変
で
あ
り
︑
最
も
成
長
で
き

た
業
務
で
す
︒
1
億
円
を
超
え
る
大
規
模

な
業
務
で
︑
九
州
支
社
に
い
た
私
が
管
理

技
術
者
を
務
め
つ
つ
︑
各
支
社
か
ら
中
堅

ク
ラ
ス
の
優
秀
な
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て
全

国
縦
断
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
進
め
ま
し
た
︒

川
が
氾
濫
し
た
際
に
浸
水
セ
ン
サ
ー
で
検

知
し
︑
災
害
対
策
車
が
浸
水
域
を
避
け
て

現
場
へ
た
ど
り
着
け
る
ル
ー
ト
を
シ
ス
テ

管
理
技
術
者
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

引
っ
張
る
立
場
に
な
っ
て
か
ら
の
変
化
や
︑

実
際
に
業
務
を
管
理
す
る
人
に
な
っ
た
と

き
の
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
︒

大
藤

　合
格
し
た
直
後
は
︑
実
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
意
識
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

た
だ
︑
口
頭
試
験
に
向
け
た
勉
強
や
指
導

は
︑
そ
の
後
の
実
務
に
か
な
り
役
立
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
︒
模
擬
面
接
の
際
に
︑

相
槌
を
極
力
減
ら
す
こ
と
や
︑
相
手
の
目

を
見
て
し
っ
か
り
話
す
な
ど
︑
姿
勢
や
話

し
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

い
て
︒
責
任
者
と
し
て
発
注
者
に
不
安
を

与
え
て
は
い
け
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
ね
︒

髙
力

　わ
か
り
ま
す
︑
私
も
口
頭
試
験
の

模
擬
面
接
は
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
︒

厳
し
い
質
問
を
重
ね
ら
れ
て
答
え
に
窮
す

る
自
分
と
︑
そ
れ
に
納
得
し
て
い
な
い
試

験
官
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
当
時
は

か
な
り
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
︵
笑
︶︒
で
も

そ
の
経
験
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
︑
本
番
の

試
験
は
す
ご
く
優
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た

し
︑
責
任
者
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
も

学
べ
た
と
思
い
ま
す
︒

大
藤

　あ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
︑

私
は
初
め
て
管
理
技
術
者
を
担
当
し
た
県

の
河
川
構
造
物
の
長
寿
命
化
計
画
作
成
業

務
で
も
︑
発
注
者
の
前
で
し
っ
か
り
話
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

髙
力

　私
は
技
術
士
を
取
得
し
て
か
ら
︑

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
自
分
が
管
理
技
術
者
と

し
て
名
前
を
連
ね
︑
提
案
書
を
書
い
て
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
も
臨
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

全
部
﹁
自
分
の
名
前
と
責
任
で
や
る
業
務
﹂

と
い
う
意
識
に
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
し
た

ね
︒
初
め
て
の
管
理
は
︑
都
内
公
園
の
基

礎
調
査
業
務
で
し
た
︒
上
司
が
毎
回
の
打

合
せ
に
同
行
し
︑
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
く

だ
さ
っ
た
の
で
︑
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
︑
契
約
関
連
や
原
価
管
理
の
こ
と

な
ど
周
辺
作
業
を
少
し
ず
つ
学
ん
で
い
っ

た
感
覚
で
す
︒
技
術
士
を
取
得
し
た
こ
と

で
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
︑

さ
ら
に
勉
強
が
続
い
て
い
く
の
だ
と
実
感

し
ま
し
た
︒

泉

　口
頭
試
験
で
は
︑
そ
の
人
が
本
当
に

技
術
者
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る

か
︑
素
養
が
評
価
さ
れ
ま
す
か
ら
ね
︒
髙

田
さ
ん
は
︑
技
術
士
を
取
得
し
て
何
か
変

化
は
あ
り
ま
し
た
か
︒

髙
田

　私
が
初
め
て
管
理
を
担
当
し
た
の

は
︑
入
社
7
年
目
の
と
き
に
担
当
し
た
埼

玉
県
の
県
境
付
近
の
概
略
設
計
業
務
で
す
︒

延
長
お
よ
そ
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
規

模
で
し
た
が
︑
埼
玉
県
側
は
都
市
計
画
道

路
と
し
て
認
定
し
て
い
る
も
の
の
︑
東
京

都
側
で
は
決
定
し
て
い
な
い
道
路
に
つ
い

て
︑
今
後
ど
の
よ
う
に
事
業
を
進
め
る
か

よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

柏

　皆
さ
ん
と
比
べ
る
と
︑
私
は
少
し
の

ん
び
り
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
入

社
当
時
か
ら
意
識
は
し
て
い
ま
し
た
が
︑

目
の
前
の
業
務
が
忙
し
い
こ
と
を
言
い
訳

に
し
て
本
腰
は
入
れ
て
お
ら
ず
︑
最
初
の

受
験
の
年
に
本
気
を
出
せ
ば
い
い
か
と
少

し
甘
く
考
え
て
い
ま
し
た
︒
で
す
が
自
分

は
不
合
格
︒
同
期
の
髙
田
さ
ん
や
髙
力
さ

ん
が
入
社
5
年
目
で
︑
一
発
合
格
し
て
い

る
姿
を
見
て
一
気
に
火
が
つ
き
ま
し
た
︒

ま
た
︑
道
路
新
産
業
開
発
機
構
へ
出
向
し

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
︑
外
部
の
同
世
代
が
技

術
士
を
取
得
し
て
い
る
環
境
に
刺
激
を
受

け
︑
ラ
イ
バ
ル
心
を
持
っ
た
こ
と
も
大
き

か
っ
た
で
す
︒

泉

　同
期
や
同
世
代
の
活
躍
が
刺
激
に
な

る
の
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
︒
皆
さ
ん
は

学
部
卒
で
最
短
の
受
験
資
格
を
得
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
技
術
士
試
験

と
い
う
の
は
︑
実
務
経
験
が
も
の
を
言
う

の
か
︑
そ
れ
と
も
机
の
上
の
勉
強
が
合
格

に
直
結
す
る
の
か
︑
感
覚
と
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
︒

柏

　実
務
で
経
験
し
て
解
け
る
部
分
も
も

ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
︑
や
っ
ぱ
り
試
験
対

策
の
た
め
の
勉
強
も
必
要
不
可
欠
だ
と
感

じ
ま
し
た
︒

大
藤

　試
験
独
特
の
論
文
の
書
き
方
が
あ

り
ま
す
し
︑
い
か
に
幅
広
く
案
件
を
理
解

し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
︒

泉

　文
章
表
現
や
論
理
構
成
の
組
み
立
て

は
合
格
す
る
上
で
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す

よ
ね
︒
実
務
を
し
な
が
ら
実
際
に
勉
強
を

進
め
て
い
く
中
で
︑
当
時
の
業
務
の
忙
し

さ
や
働
き
方
︑
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
勉

強
時
間
を
捻
出
し
て
い
た
か
も
教
え
て
も

ら
え
ま
す
か
︒

髙
力

　平
日
は
あ
ま
り
勉
強
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
︒
実
務
に
追
わ
れ
て
い
て
︑
指
導

し
て
く
れ
て
い
る
上
司
に
も
﹁
今
年
は
厳

し
い
か
も
ね
﹂
と
言
わ
れ
て
い
た
く
ら
い

で
す
︒
当
時
は
水
戸
市
の
公
園
に
民
間
活

力
を
導
入
す
る
業
務
の
主
担
当
と
し
て
動

い
て
い
た
の
で
︑
平
日
に
勉
強
時
間
を
取

る
の
は
難
し
く
て
︒
一
般
的
な
知
識
や
文

章
構
成
の
と
こ
ろ
だ
け
は
土
日
に
集
中
し

て
勉
強
し
︑
専
門
問
題
で
あ
る
都
市
及
び

地
方
計
画
の
方
は
︑
自
分
の
実
務
案
件
が

う
ま
く
ハ
マ
れ
ば
い
け
る
だ
ろ
う
と
い
う

感
覚
で
臨
み
ま
し
た
ね
︒

髙
田

　当
時
︑
担
当
し
て
い
た
業
務
の
管

理
技
術
者
が
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
︑
私

が
そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
て
業
務
を
巻
き

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
非
常
に
忙
し
い

時
期
で
し
た
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
会
社
の
支

援
制
度
を
活
用
し
︑
2
週
間
に
1
日
は
平

日
の
業
務
か
ら
離
れ
て
講
習
を
受
け
︑
勉

強
に
集
中
す
る
機
会
を
持
て
た
こ
と
が
本

当
に
大
き
か
っ
た
で
す
︒
普
段
の
勉
強
は

完
全
に
週
末
へ
回
す
タ
イ
プ
で
︑
日
曜
日

の
午
後
く
ら
い
に
な
る
と
焦
り
出
し
︑
夜

寝
る
ま
で
集
中
し
て
課
題
を
こ
な
し
て
い

ま
し
た
︒

大
藤

　私
も
平
日
忙
し
か
っ
た
の
で
︑
土

日
の
ど
ち
ら
か
は
フ
ル
に
や
ろ
う
と
決
め

て
︑
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
い
ま
し
た
︒
当

時
は
初
め
て
国
交
省
案
件
の
主
担
当
を
任

さ
れ
︑
河
川
構
造
物
の
詳
細
設
計
業
務
に

追
わ
れ
て
い
て
個
人
的
に
も
非
常
に
忙
し

い
年
で
し
た
︒
な
の
で
︑
講
習
が
あ
る
1

日
だ
け
は
定
時
で
上
が
る
と
決
め
て
い
ま

し
た
︒
講
師
が
河
川
の
専
門
で
は
な
か
っ

た
の
で
︑
実
務
の
専
門
的
な
内
容
は
上
司

に
聞
き
つ
つ
︑
講
師
の
方
か
ら
は
論
文
の

構
成
や
一
般
知
識
を
教
え
て
も
ら
え
た
の

が
良
か
っ
た
で
す
︒

柏

　私
は
出
向
し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

合
格
し
た
の
で
す
が
︑
移
動
時
間
な
ど
の

隙
間
時
間
を
な
る
べ
く
使
う
よ
う
に
意
識

し
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
︒
週
末
は
あ
ま

り
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
︑
最
後
の

2
週
間
で
集
中
的
に
頑
張
り
ま
し
た
ね
︒

出
向
か
ら
戻
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
長
く
お
休

み
を
い
た
だ
け
て
︑
詰
め
込
み
で
勉
強
で

き
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
︒
ま
た
︑
出
向

先
で
国
の
バ
ス
タ
や
自
動
運
転
と
い
っ
た

上
流
の
検
討
に
深
く
携
わ
っ
て
い
た
経
験

が
非
常
に
大
き
か
っ
た
で
す
︒
国
交
省
の

最
新
動
向
が
自
然
と
耳
に
入
っ
て
く
る
環

境
に
2
年
間
い
た
の
で
︑
そ
の
実
務
経
験

が
結
果
的
に
試
験
に
直
結
し
て
生
き
て
い

ま
し
た
︒

泉

　会
社
の
支
援
制
度
と
い
う
点
で
は
︑

専
門
領
域
の
諸
先
輩
か
ら
論
文
指
導
を
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
︒
社
内
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
や
添
削
に
つ
い
て
は
い
か

が
で
し
た
か
︒

柏

　会
社
の
強
化
受
験
者
制
度
を
活
用
し
︑

部
の
上
司
だ
け
で
な
く
事
業
部
や
泉
さ
ん

に
も
模
擬
試
験
の
答
案
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
︒
3
回
の
模
擬
試
験
で
答
案
を

真
っ
赤
に
な
る
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た

だ
き
︑
修
正
を
繰
り
返
す
こ
と
で
し
っ
か

り
準
備
し
て
臨
め
た
こ
と
が
合
格
に
つ
な

が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

大
藤

　私
も
事
業
部
長
や
副
事
業
部
長
に

直
接
添
削
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
︑
論
文

の
精
度
を
短
期
間
で
一
気
に
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒
独
学
で
は
気
づ
け
な
い

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
で
き
た
の
が
大
き

か
っ
た
で
す
︒

髙
力

　私
も
市
販
の
教
材
を
買
う
こ
と
は

な
く
︑
会
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
学
習
用
の

資
料
や
︑
先
輩
社
員
の
優
秀
な
過
去
の
解

答
を
参
考
に
し
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
︒

文
章
の
論
理
構
成
を
ゼ
ロ
か
ら
作
る
の
が

難
し
か
っ
た
の
で
︑
こ
う
い
う
課
題
に
は

こ
う
い
っ
た
対
策
が
有
効
だ
と
い
う
関
係

性
を
繰
り
返
し
学
習
し
て
い
ま
し
た
︒

泉

　髙
力
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
︑
論
文
の

論
理
構
成
は
多
く
の
方
が
最
初
に
ぶ
つ
か

2016年入社。関東支社等で河川・港湾分野の

構造物設計や災害対応などに従事。

入社5年目で取得。平日講習と休日の学習で

メリハリをつけ、上司の添削を活用。

長寿命化計画作成で初めて管理技術者を担当。

原価管理を意識するようになる。

三重河川DX検討業務で全国横断チームを牽引。

局長表彰を受賞する。

キャリアパスと資格取得のリアル

管
理
技
術
者
と
し
て
直
面
し
た
壁

自
律
自
走
で
乗
り
越
え
た
先
の
成
長

管
理
と
技
術
の
両
輪
で

次
代
へ
つ
な
ぐ
技
術
者
と
し
て
の
志

2017年入社。スマートICや道路詳細設計などの

実務経験を幅広く積む。

入社5年目で取得。支援制度の平日講習を活用し、

休日にまとめて集中学習を行った。

埼玉県境の概略設計で初管理。

後輩とともに臨み、マネジメントの重要性を痛感。

スマートICの案件で、経験の浅い

舗装詳細設計に挑みやり抜く力を培う。

キャリアパスと資格取得のリアル

技術士は挑戦のフィールドを大きく広げ、

今後の成長の鍵となります

2017年入社。関東支社交通政策部にて、

都市高速道路の安全・渋滞対策等に従事。

入社7年目で取得。出向経験や直前の集中学習、

模擬試験で実力を大幅に向上。

厚木市の渋滞対策業務で初管理。

新入社員を指導しながら予算・工程管理を学ぶ。

IC出口渋滞対策で警察協議を主導。

自ら提案を続け、発注者から信頼を獲得。

キャリアパスと資格取得のリアル

受け身にならず能動的に動き、

知識と課題設定力を磨いていきましょう

技術士を取得すると自分に自信がつき、

やりたい仕事を自分で選択できます
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成
長
の
キ
セ
キ

技
術
士
資
格
取
得
や
各
種
制
度
の
利
用
な
ど
、社
員
の「
成
長
」や「
育
成
」に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

遊びと防災を両立
公共空間の新たな価値を追求

災害への備えを取り入れた
次世代の公園づくり
OCが指定管理業務を担う、和歌山県の海南
市民防災公園（海南ハレアメ）。その公募に際し、
前職で指定管理事業に従事していた私は、アド
バイザーとしてOCと協働していましたが、のち
に公園の運営業務に携わるためにOCへ入社しま
した。
海南ハレアメは、かつて「わんぱく公園」の名
称で子ども向けの遊び場として親しまれていまし
たが、2026年4月からは災害時の復興拠点とし
ても機能する防災公園へと生まれ変わりました。
遊びと防災を両立させた公園は珍しく、今回
の指定管理業務はOCにとっても初の挑戦となり
ます。私自身も、施設の立ち上げを提案から担っ
た経験はなく、行政と協議を重ねながら、防災
の視点を取り入れた公園づくりを検討しました。
行政から求められたのは、「多世代が楽しめる
上、防災にも生かせる工夫」です。そこで、自主
事業としてマウンテンバイクフィールドを設置。
平時はアクティビティを楽しめる一方、災害時は
車両の進入が困難な道を通行するモビリティとし
ても活用でき、防災公園の役割を具現化した取
組みとなっています。
行政と連携しながら、平時と災害時の双方に
価値を発揮する地域拠点づくりに携わった経験
を、新たな指定管理事業やPFI事業の展開にも
生かしていきたいです。

関西支社 総合計画部
金沢大学卒

坂下 直生

指定管理事業を実施する公益財団法人への勤務を経て、2025年に
OCへ入社。「海南ハレアメ」の指定管理事業に従事し、同公園の副
園長および利用促進業務責任者を兼任する。

新入社員研修の場を最大限に活用、

講義内容を超えた成果を得る
Copilotを駆使したシステム構築で

劇的な業務改善を実現

生成AIを相棒に、
経験ゼロで挑んだDX化
契約業務や外勤サポートでは、案件の入札結
果をPDFからExcelへ転記する作業が、年間
140件ほど発生します。しかし、短期間で正確
な入力が求められるため、作業者の負担となっ
ていました。私はこの作業を効率化するため、
Power Automate Desktop（PAD）を用いた
自動転記フローを構築しようとしましたが、PAD
の作成経験やプログラミングの知識はゼロ。そ
こで、生成AIツール「Copilot」に質問しながら進
めることにしました。
そして約1ヶ月後、ついに自動転記フローが完
成しました。1件あたり2～3分を要していた作業
が、自動化後は40件の処理を1分以内で完了。
合計約6時間の作業時間を削減し、作業にあたっ
ていたアルバイト従業員の負担軽減にもつなが
りました。
この経験をとおし、PADフローの仕組みや自
動化の考え方への理解が深まったことはもちろ
ん、ほかの業務についても「自動化できるかもし
れない」という視点で見直せるようになり、自身
の成長にもつながったと感じています。

関東支社 事務企画部
千葉県立白井高等学校卒

篠原 陽子

1996年に入社。現在は、事務企画部にて契約業務全般を担うとと
もに、外勤業務のサポートに従事する。

組織課題への取組みが評価され

Motivation Team Award2026に
入選

新
た
な
取
組
み
か
ら
、
組
織
づ
く
り
に
つ
い
て
ま
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明確な目的意識を持ち、
実務で生きる力を磨く
新入社員研修は1ヶ月にわたり、部署ごとに実
施され、座学や5～6人単位でのグループワーク
などを通じて、各部の業務内容や案件への理解
を深めました。私が所属する事業企画部の業務
には、社内外を問わず円滑なコミュニケーション
が欠かせません。そこで私は「伝える力」を高め
ることを目指し、グループワークでは積極的に
ファシリテーターを担当。一人ひとりの考えを引
き出しながら、全員が共通認識を持って議論を
進められるよう取り組みました。
さらに、研修期間中に「同期全員と話すこと」
を目標に据え、研修の合間に自ら話しかけに行っ
たり、全員参加の懇親会を企画したりするなか
で、67名全員と接点を持ち、交流を深めること
ができました。もともと人と話すのが好きな私
にとって大変充実した経験となっただけでなく、
これから業務で連携する際にも気軽に相談し合
える関係性が築けました。
研修をとおし、「伝える力」に加えて「目的意識
を持つ力」や「周囲を巻き込む力」が身についた
と感じています。同期と協力し、質の高いアウト
プットを追求した経験は、建設コンサルタントと
して業務に臨む上で欠かせない、重要な土台に
なると思います。研修での学びを生かし、1日で
も早く会社に貢献できるよう努力していきます。

関東支社 事業企画部
金沢大学卒

中村 康佑

2025年10月に入社。事業企画部で、新規案件の創出や営業戦略
の立案などに従事する。

一人ひとりが行動を見直し
チーム力の向上につなげる
関西支社の構造部構造技術チームでは当初、
幹部職と一般職が長期間にわたり同じペアで業
務にあたっていました。しかし、固定された人間
関係によりチーム内でのコミュニケーションが十
分に図れず、上司・部下の双方がお互いへの不
満を抱えてしまうという課題に直面していま
した。
そこで、チーム内を約10名ずつの2グループへ
再編し、2つの行動指針を掲げました。1つ目は
「情報共有の場の有効活用」。2週間に1回程度、
グループごとに業務の進捗を共有する場を設け、
メンバー同士が互いの担当業務や課題を把握で
きる機会をつくりました。2つ目は「メンバー間
での積極的な声掛けや質問」です。上司は部下
を進んでサポートするよう意識し、部下は上司へ
自ら相談するよう心がける双方向のアプローチ
により、以前よりもお互いの心理的な距離が縮ま
りました。
その結果、2024年には49.9ポイントだった
エンゲージメントスコアが、1年後には58.7ポイ
ントまでアップしたのです。全員が一丸となって
組織課題に向き合ったプロセスは外部からも高
く評価され、「Motivation Team Award2026」
への入選を果たしました。
今後も、一人ひとりが業務にやりがいを感じら
れるチームを、メンバー全員でつくっていきます。

関西支社 構造部 技師長
神戸大学大学院了

前列右）西川 啓二

1999年に入社。現在は管理技術者として橋梁設計に従事する。また、
構造技術チームのリーダーとして、チームの運営やメンバーの育成、
チームの受注・生産管理などを行う。
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m
i
l
e-

3
S
活
動
は
当
初
、女
性
の
平
均
勤

続
年
数
が
男
性
よ
り
短
い
こ
と
を
課
題
と
し
、

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
対
応
し
つ
つ
定
着
・
活
躍
を
図
る
た

め
の
施
策
検
討
を
目
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。成
果
と
し
て
、

仕
事
と
家
庭
と
の
両
立

を
実
現
す
る
各
種
制
度

が
整
い
ま
し
た
。
一
方

で
、共
働
き
の
増
加
、高

齢
化
な
ど
の
社
会
環
境

の
変
化
か
ら
、男
性
の

育
休
や
家
庭
で
の
役
割

分
担
、介
護
と
の
両
立

な
ど
の
新
た
な
課
題
が

生
ま
れ
、活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
男
性
委
員
も
増
え

て
お
り
、68
期
の
フ
ェ
ア
で
は
〝
男
性
育
休
〞
を
テ
ー
マ

に
、制
度
利
用
し
た
社
員
と
そ
の
上
司
か
ら
、男
性
な
ら

で
は
の
運
用
の
悩
み
・
工
夫
等
を
聞
き
ま
し
た
。
69
期
は

〝
介
護
〞
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
制

度
利
用
が
拡
大
し
て
、利
用
す
る
側
、サ
ポ
ー
ト
す
る
側

の
相
互
理
解
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
少
し
で
も

働
き
や
す
い
社
風

醸
成
に
む
け
て
引

き
続
き
活
動
を
推

進
し
ま
す
の
で
、ご

協
力
く
だ
さ
い
！

期
の
河
川
清
掃
活
動
で
は
、事
前
準
備
か
ら
当

日
の
運
営
補
助
ま
で
携
わ
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
募
集
や
関
係
各
所
と
の
調
整
を
進
め
る
中
で
、活
動
を

円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、事
前
の
調
整
や
確
認
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
当
日
は
肌
寒
い
気
候

の
中
で
の
実
施
と
な
り
、

落
ち
葉
も
多
く
、想
定
よ

り
ご
み
袋
の
使
用
量
が

増
え
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、参
加
者
の
皆
さ

ん
に
清
掃
だ
け
で
な
く

運
営
へ
も
ご
協
力
い
た

だ
け
た
お
か
げ
で
、無
事

に
活
動
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
清
掃
後
は
河
川
周
辺
が
綺
麗
に
な
っ
た

様
子
を
見
て
、小
さ
な
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

社
員
の
ご
家
族
に
も
参
加
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
、清
掃

活
動
後
に
は
、参
加
し
て

く
れ
た
お
子
さ
ま
た
ち

へ
ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
ク
リ

ス
マ
ス
ギ
フ
ト
バ
ッ
グ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、喜
ん

で
い
た
だ
け
た
姿
を
見

て
、和
や
か
な
気
持
ち
で

活
動
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
！

こんなに綺麗になりました！

は
橋
梁
設
計
に
携
わ
り
約
三
十
年
、家
族
に
誇

れ
る
構
造
物
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
で
歩

ん
で
き
ま
し
た
。
虎
ノ
門
Ｔ
デ
ッ
キ
は
、デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
か
ら
基
本
設
計
、詳
細
設
計
、工
事
監
理
、点
検
、維
持

管
理
計
画
ま
で
十
年
に

わ
た
り
関
わ
り
続
け
た

思
い
入
れ
の
あ
る
作
品

で
す
。
オ
リ
コ
ン
社
内

は
も
ち
ろ
ん
、森
ビ
ル
、

ネ
イ
＆
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

ジ
ャ
パ
ン
、鹿
島
建
設

を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
仲
間
と
議
論
と
試
行

錯
誤
を
重
ね
、特
殊
構

造
ゆ
え
の
課
題
に
対
し
て
も
国
総
研
へ
の
相
談
な
ど
で
一

つ
ず
つ
課
題
解
決
し
て
き
ま
し
た
。
一
般
的
な
道
路
橋
示

方
書
に
準
拠
し
た
橋
と
は
異
な
る
構
造
と
デ
ザ
イ
ン
の
両

立
の
た
め
多
く
の
挑
戦
を
乗
り
越
え
、実
現
に
向
か
う
協

働
す
る
力
が
評
価
さ
れ
て

土
木
学
会
田
中
賞
と
い
う

最
高
に
栄
誉
あ
る
賞
を
受

賞
で
き
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
夢
は
仲
間
と
と
も
に

あ
き
ら
め
ず
に
取
り
組
め

ば
叶
え
ら
れ
る
も
の
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。

ッ
ト
サ
ル
部
の
活
動
を
通
じ
て
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、全
国
設
計
事
務
所
健
康
保

険
組
合
主
催
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
D
i
v
i
s
i
o
n
2

に
出
場
し
、23
チ
ー
ム
中
1

位
で
優
勝
を
果
た
し
、

D
i
v
i
s
i
o
n
1
へ
昇

格
で
き
た
こ
と
で
す
。
試
合

で
は
部
署
や
年
次
を
越
え
て

声
を
掛
け
合
い
、チ
ー
ム
と

し
て
一
つ
の
目
標
に
向
か
う

楽
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
D
i
v
i
s
i
o
n
1

で
は
4
位
と
い
う
結
果
と
な
り
、上
位
チ
ー
ム
と
戦
う
に

は
個
の
力
だ
け
で
な
く
、連
携
や
役
割
分
担
と
い
っ
た

チ
ー
ム
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。ま
た
、

新
入
社
員
や
他
部
署
の
方
と
交
流
す
る
機
会
も
増
え
、仕

事
だ
け
で
は
見
え
に
く
い
一
面
を
知
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
し
た
。
フ
ッ
ト
サ
ル

部
は
、経
験
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
参
加
し
や
す

く
、仲
間
と
の
つ
な
が
り

を
広
げ
ら
れ
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。
今
後
も
無
理
な

く
楽
し
み
な
が
ら
活
動
の

輪
を
広
げ
、チ
ー
ム
と
し

て
新
た
な
挑
戦
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

Column

OC社員、会社の出来事を語る！
社内行事や研究、注目の取組みや業務など、一つのテーマに絞って出来事を深掘り。
一人のOC社員が体験し、感じたことを、その人の言葉や想いそのままに掲載します。

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
東
京
23
区
ほ
ど
の
面
積
に
約

6
0
0
万
人
が
暮
ら
す
都
市
国
家
で
す
が
、道

路
交
通
は
非
常
に
円
滑
に
機
能
し
て
い
ま
す
。
特
に
バ
ス

は
路
線
数
や
運
行
本
数
が
非
常
に
多
く
、市
内
の
ほ
ぼ
ど

こ
へ
で
も
移
動
で
き
る
う
え
、英
国
式
二
階
建
て
車
両
も

多
く
快
適
で
す（
し
か
し
運
転
は
と
て
も
荒
い
）。
ま
た
、

運
賃
は
移
動
距
離
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
、バ
ス
や
鉄
道
を

い
く
ら
乗
り
継
い
で
も
追
加
負
担
が
小
さ
い
た
め
、遠
距

離
で
も
低
価
格
で
利
用
で
き
ま
す
。
一
方
で
、自
家
用
車

に
は
容
赦
な
い
高
額
な
車
両
所
有
権
制
度（
1
台
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
だ
け
で
約
1
5
0
0
万
円
程
度
、加
え
て

車
両
購
入
費
）や
都
心
部
へ
の
道
路
課
金
制
度
が
導
入
さ

れ
て
お
り
、利
用
が
厳
し
く
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す（
お
金

持
ち
し
か
乗
れ
ま
せ
ん
）。
そ
の
結
果
、深
刻
な
渋
滞
が

少
な
く
、バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
運
行
効
率
向
上
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

快
適
と
も
厳
し
い
と
も
言
え
る
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
交
通
事
情

テ
ー
マ:

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
現
地
レ
ポ
ー
ト

シ
海
外
事
業
部 

技
術
主
査

文
・
社
員
／
後
藤 

り
え

こどもは見ても乗っても楽しい２階建てバス

社
で
は
求
職
者
の
方
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

皆
様
へ
我
が
社
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、

2
0
2
4
年
10
月
よ
り
公
式
S
N
S「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」

「
X
」の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
リ
ク
ル
ー
ト
情
報
や
社

員
紹
介
、リ
ー
ル
動
画
、業
務
の
実
績
な
ど
を
週
2
回
投

稿
し
て
お
り
、フ
ォ
ロ
ワ
ー
も
増
え
、少
し
ず
つ
認
知
さ

れ
て
き
た
今
日
こ
の
頃
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
企
業
の
魅

力
は
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、働
く
人
や
企
業
文

化
に
も
あ
り
ま
す
。
S
N
S
は
当
社
の
日
常
や
価
値
観
を

発
信
し
、多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
当
社
の
魅
力
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は

日
々
働
く
私
た
ち
自
身
で
あ
り
、S
N
S
は
そ
の
魅
力
を

社
外
へ
届
け
る
た
め
の
大
切
な
ツ
ー
ル
で
す
。
今
後
も
引

き
続
き
様
々
な
企
画
を
投
稿
し
て
参
り
ま
す
の
で
、皆
さ

ん
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

S
N
S
に
よ
る
当
社
の
魅
力
度
向
上

〜
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
超
え
ろ
！
〜

テ
ー
マ:

公
式
S
N
S（
I
n
s
t
a
g
r
a
m
、X
）に
つ
い
て

当
本
社 

統
括
本
部

文
・
社
員
／
丸
山 

由
佳

仲
間
と
つ
か
ん
だ
優
勝
、
チ
ー
ム
力
で
挑
む

次
の
舞
台
参
加
者
募
集
中
！！

テ
ー
マ:

ク
ラ
ブ
活
動
で
得
た
気
づ
き（
関
東
支
社
フ
ッ
ト
サ
ル
部
）

フ
関
東
支
社 

河
川
砂
防
・
港
湾
部 

技
術
主
査

文
・
社
員
／
渡
邊 

拓
也

女
性
も
男
性
も
、
育
児
も
介
護
も
、

多
様
な
働
き
方
を
支
え
る
活
動
を
推
進
中
！

テ
ー
マ:

広
が
る
S
m
i
l
e-

3
S
活
動

S
関
東
支
社 

地
域
活
性
化
推
進
部 

次
長

文
・
社
員
／
佐
藤
真
理
子

標
準
規
格
を
越
え
た
虎
ノ
門
Ｔ
デ
ッ
キ
の

実
現
に
向
け
た
挑
戦
！！

テ
ー
マ:

田
中
賞
受
賞
し
ま
し
た
。
や
っ
た
ぜ
！

私
九
州
支
社 

構
造
部 

副
部
長

文
・
社
員
／
高
城 

勇
一

Division2優勝！！この写真は回収ごみのほんの一部です!

虎ノ門Tデッキ桁下折板デザイン

休憩時間も楽しいひととき

肌
寒
い
11
月
に
実
施
し
た

河
川
清
掃
活
動
と
運
営
記
録

テ
ー
マ:
河
川
清
掃（
C
S
R
）活
動
の
運
営
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と

今
九
州
支
社 

事
業
企
画
部

文
・
社
員
／
季
広 

知
夏

フットサル部活動＠渋谷

虎ノ門Tデッキ全景（虎ノ門横断歩道橋）

社長も参加する委員会の様子（各支社から集まります）

公式SNSで情報発信中！

oriconsul_official

Instagram
公式アカウント

X
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奨励賞 アルミニウム合金製防
護柵パノレール

優秀賞 多摩川スカイブリッジ最優秀賞 馬場川通りアーバン
デザインプロジェクト

受賞 25/11/28 (Fri)

土木学会デザイン賞2025最優秀賞・優秀賞・奨励賞3作品受賞 2026年度入社式を開催
67名の新入社員を迎え、入社式を実施しました。「技術力とマネジメント力を駆
使し、プロフェッショナルな“情熱人材”を目指してほしい」という、野崎社長か
らの激励の言葉を一人ひとりが受け止めました。

当社がデザインと設計に関わった3作品が「土木学会デザイン賞2025」におい
て表題の賞を獲得。同賞は、周辺環境に調和する景観の創出に貢献した作品や
関係者を表彰するもので、今回で4年連続の受賞となりました。

研修など 26/04/01 (Wed)

真剣な表情で社長の話に耳を傾ける新入
社員

※組織名、所属、役職は2026年9月時点のものです。

本 誌 掲 載 の プ ロ ジ ェクト及 び 社 員 へ の お 問 い 合 わ せ は 、下 記 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。

Tel 03-6311-7551（代）  Fax 03-6311-8011  Mail jyoyari@oriconsul.com

News & Topics
2026年度新卒採用内定式及び内定者研修を開催

研修など 25/10/03 (Fri)

受賞 25/10/15 (Wed)

2025年度グッドデザイン賞を2件受賞 「旭川市平和
通買物公園エリアの地域共創まちづくり（まちにち
計画）」「御堂筋ほこみちユニットベンチプロジェクト」

研修など 25/10/27 (Mon)

管理職候補の中堅社員を対象とした研修を開催

受賞 25/11/17 (Mon)

令和６年度全建賞を受賞 「都市計画道路 鮎川停車
場線 整備事業」

受賞 25/11/17 (Mon)

令和６年度全建賞を受賞 「都心部における基盤整備
のあり方～国道246号渋谷駅周辺整備～」

研修など 25/11/4 (Tue)

管理職の社員を対象とした研修を開催

受賞 25/11/20 (Thu)

第11回女性技術者育成功労賞 組織優秀賞を受賞

受賞 25/11/28 (Fri)

土木学会デザイン賞2025最優秀賞・優秀賞・奨励賞3作品受賞 
「最優秀賞 馬場川通りアーバンデザインプロジェクト」「優秀賞 多摩
川スカイブリッジ」「奨励賞 アルミニウム合金製防護柵パノレール」

研修など 25/12/01 (Mon)

健康管理に関する研修の開催～セルフケア及びライ
ンケアについて～

受賞 25/12/12 (Fri)

株式会社瀬戸酒造店が2025年世界酒蔵ランキング
で2年連続、3回目のTOP10に認定。酒造再開から
8年目の快挙

社内施策 26/01/05 (Mon)

第69期 12月創立記念表彰

社内施策 26/02/27 (Fri)

当社内の3組織が、「Motivation Team Award 
2026」入選！ ～エンゲージメントを高める人材
育成・組織づくりの推進～

受賞 26/03/17 (Tue)

宝島社「田舎暮らしの本」“道の駅を制覇したプロた
ちが選ぶ2026年版道の駅大賞”にて、2年連続で、
全国総合部門第1位を受賞

受賞 26/04/22 (Wed)

ジャパン・レジリエンス・アワード（強靱化大賞）
2026にて優秀賞を受賞 「地域防災力の強化に向け
た３Ｄ都市モデルを活用した水害リスクに係る防災
教育による流域治水の自分事化の促進」

受賞 26/05/22 (Fri)

令和７年度土木学会田中賞（作品部門）受賞！ 
「TORANOMONHILLS 横断歩道橋」

受賞 26/05/25 (Mon)

あつぎこどもの森公園が自然共生サイトに認定

研修など 26/07/03 (Fri)

2年目研修を開催

研修など 26/07/31 (Fri)

3年目研修を開催

研修など 26/08/05 (Wed)

Smile‐3Sフェア〈テーマ：介護について〉を開催

研修など 26/03/23 (Mon)

健康経営優良法人2026に認定

研修など 26/04/01 (Wed)

2026年度入社式を開催

研修など 26/04/13 (Mon)

2026年度新入社員研修を開催

社内施策 26/04/02 (Thu)

第69期４月表彰

子会社の株式会社瀬戸酒造店が「世界酒
蔵ランキング2025」で9位に認定され、
2022年の9位、2024年の8位に続き、
2年連続3回目のTOP10入りとなりまし
た。本ランキングでは、その年に開かれ
た主要な日本酒コンテストの受賞実績を
もとに酒蔵を順位づけします。今回対象
となった酒蔵は698蔵、商品はのべ
3,415点でした。

TOP10の酒蔵と瀬戸酒造店代表の森代表
（中央）

受賞 25/12/12 (Fri)

株式会社瀬戸酒造店が2025年世界酒蔵ランキングで2年連続、
3回目のTOP10に認定。酒造再開から8年目の快挙

流域管理・保全事業部が、「第11回女性技
術者育成功労賞」において「組織優秀賞」
を受賞。女性技術者の活躍推進に顕著な
成果を上げた個人や組織を表彰する同賞
で、当事業部における業界水準を上回る
女性社員比率や、女性管理職の積極的な
登用などが評価されました。表彰式には、
流域管理・保全事業部分野統括（河川分
野）の佐藤睦美さんが出席しました。 表彰状を手にした佐藤睦美さん

受賞 25/11/20 (Thu)

第11回女性技術者育成功労賞 組織優秀賞を受賞

公式SNSでも情報発信中！

Instagram X

OC最前線

社会価値を創るプロジェクトの最前線

課題解決を超えた、
次なる挑戦へ

チャレンジャー
はたらく社員の笑顔
成長のキセキ
Column

情熱座談会

技術士は、建コン技術者のパスポート
～仕事で価値を発揮するプロフェッショナルのリアル～
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